
賛否割れるも全議案可決  …………………… Ｐ 2・3

Ｐ 4

Ｐ 6・7

Ｐ 5

ひんやり流しそうめんで
暑さをふきとばそう！
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修
正
案
に

原
案
に

討
論

竹
内　

勉　

　　　
「
地
方
自
治
体
は
消
費
税
分
を
納
税
し
て
い
な
い
。
な
ぜ
転

嫁
す
る
の
か
」
の
質
問
に
対
し
、「
総
務
省
か
ら
消
費
税
転
嫁

の
条
例
改
正
を
す
る
よ
う
通
知
が
出
て
い
る
」「
事
業
を
す
れ

ば
消
費
税
が
つ
い
て
く
る
。
使
用
料
へ
の
転
嫁
分
は
経
費
に
充

て
る
」
と
の
答
弁
。

　

消
費
税
転
嫁
分
の
市
の
収
入
は
約
１
９
０
万
円
、
指
定
管
理

施
設
で
約
５
９
０
万
円
。
消
費
税
10
％
増
税
に
よ
る
市
民
生
活

へ
の
負
担
増
を
考
え
る
な
ら
ば
、
せ
め
て
公
共
施
設
等
の
使
用

料
等
へ
の
転
嫁
は
、
意
地
で
も
止
め
る
べ
き
だ
。

修正案1件　附帯決議２件を可決

反
対

賛
成

反
対

賛否割れるも全議案可決
月6

定例会

原
案
に

討
論

反
対

原
案
に　

討
論

文
化
振
興
資
金
積
立
基
金
条
例

廃
止
を
可
決
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条
例
改
正
の
概
要

児
童
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の

一
部
改
正

児
童
ク
ラ
ブ
が
併
設
さ
れ
て
い
る
南

部
・
東
部
・
北
部
児
童
セ
ン
タ
ー
の

管
理
を
指
定
管
理
者
に
移
行
す
る
も

の
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の

一
部
改
正

①
仁
礼
地
域
児
童
ク
ラ
ブ
の
位
置
を

改
め
る
。
②
児
童
ク
ラ
ブ
の
管
理
を

指
定
管
理
者
に
移
行
す
る
も
の
。

古
家　

敏
男

　　

児
童
セ
ン
タ
ー
及
び
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
で
は
職
員
の
確
保
が
深
刻
な
課
題

に
な
っ
て
い
る
。

　

反
面
、
利
用
希
望
者
は
増
加
傾
向
で
、

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
職
員
配
置

に
は
所
管
課
が
必
要
人
数
の
確
保
に
四

苦
八
苦
し
て
お
り
、
市
直
営
は
限
界
と

判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
の
際
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、

柔
軟
な
雇
用
体
制
で
必
要
な
職
員
数
を

確
保
し
、
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

く
た
め
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
は
、

や
む
を
得
な
い
判
断
と
考
え
原
案
に
賛

成
。

　

２
０
１
９
年
度
補
正
予
算
案
２
件
の
ほ
か
、
条
例
案
な
ど
36
件
に
つ

い
て
審
議
し
、１
件
を
修
正
可
決
、他
は
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
２
件
に
つ
い
て
審
議
し
採
択
と
し
た
ほ
か
、
意
見
書
４
件

を
可
決
し
た
。
さ
ら
に
、
附
帯
決
議
２
件
を
可
決
し
た
。

　

児
童
セ
ン
タ
ー
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
管
理
を
指

定
管
理
者
に
移
行
す
る
条
例
改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
委

員
会
で
も
議
論
さ
れ
た
。

　

最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
石
合
敬
議
員
ほ
か
１
名
か

ら
、
①
制
度
を
導
入
し
、
民
間
事
業
者
が
運
営
す
る
こ

と
で
、
職
員
確
保
が
容
易
に
な
る
こ
と
や
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
つ
な
が
る
と
の
説
明
は
、
根
拠
が
明
確
で
な
く
実

現
性
が
疑
わ
れ
る
②
職
員
の
待
遇
改
善
な
ど
市
と
し
て

取
り
組
む
事
項
が
多
々
あ
り
、
来
年
度
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は
時
期
尚
早
と
の
理
由
か
ら

修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
導
入
の

条
例
改
正
案
で

議
論
白
熱

久
保
田　

克
彦　

①　

機
関
会
議
や
関
係
者
の
意
見
を
あ

　

ら
か
じ
め
聴
取
す
べ
き
だ
。
指
定
管
理

　

導
入
あ
り
き
の
ゴ
リ
押
し
だ
。

②　

学
童
保
育
は
、
企
業
の
も
う
け
と
は

　

相
容
れ
な
い
。
民
間
企
業
で
は
、
職
員

　

の
安
定
確
保
と
、
処
遇
改
善
が
で
き
る

　

と
い
う
納
得
い
く
説
明
が
な
い
。

③　

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
多
彩
な
イ
ベ
ン

　

ト
は
、
学
童
保
育
の
専
門
性
を
歪
め
、

　

変
質
さ
せ
る
。

④　

余
裕
教
室
等
教
育
敷
地
内
で
、
学
校

　

の
管
理
責
任
が
及
ば
な
く
な
る
。
市
の

　

責
任
で
児
童
ク
ラ
ブ
の
更
な
る
拡
充

　

こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
。

　

今
回
の
消
費
税
率
改
定
に
伴
う
地
方
公
共
団
体
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
総
務
省
か
ら
の
通
知
︵
消
費
税
が
円
滑
か
つ
適
正
に

転
嫁
さ
れ
る
よ
う
条
例
改
正
等
の
措
置
を
講
ず
る
な
ど
︶
を
受

け
、
市
の
施
設
の
使
用
料
及
び
手
数
料
等
に
つ
い
て
、
関
係
条

例
の
整
備
を
行
う
も
の
。

※
公
共
施
設
の
使
用
料
や
各
種
手
数
料
・
改
定
日
等
の
詳
細
は
、

　

広
報
須
坂
８
月
号
に
掲
載

消
費
税
率
引
き
上
げ関

係
条
例
を
整
備

　

低
金
利
時
代
で
利
息
が
少
額
の
た
め
、
こ
の
基
金
条
例
を
廃
止

し
、
今
後
の
文
化
施
設
等
の
公
共
施
設
の
耐
震
化
・
長
寿
命
化
等

に
活
用
で
き
る
よ
う
、
現
在
の
基
金
残
高
と
同
額
︵
４
億
６
千
万

円
︶
を
、
公
共
施
設
等
整
備
基
金
に
積
み
立
て
る
も
の
。
委
員
会

で
も
議
論
さ
れ
た
。

　

な
お
、
文
化
施
設
の
改
修
費
用
だ
か
ら
文
化
振
興
資
金
積
立

基
金
を
廃
止
し
て
使
っ
て
し
ま
え
と
は
、
あ
ま
り
に
も
乱
暴
な

考
え
方
だ
。
ど
う
し
て
も
必
要
な
資
金
で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

繰
替
運
用
の
措
置
を
取
り
、
条
例
自
体
は
存
続
さ
せ
る
べ
き

だ
。
と
の
岩
田
修
二
議
員
か
ら
の
反
対
討
論
が
あ
っ
た
。



 
水
越　

正
和

　
①　

高
甫
地
区
作
業
場
の
賃
借
希
望
者
は
３
人

　

い
る
が
、２
人
分
し
か
提
供
で
き
ず
不
公
平
だ
。

②　

教
員
住
宅
の
和
室
を
仕
切
り
、
床
は
畳
の

　

上
に
コ
ン
パ
ネ
を
敷
い
て
対
応
す
る
た
め
、

　

外
部
と
作
業
床
と
に
30
㎝
程
度
の
段
差
が
生

　

じ
た
ま
ま
。
資
材
置
き
場
も
兼
ね
る
た
め
、

　

狭
く
且
つ
不
便
だ
。

③　

現
状
の
ま
ま
、
賃
貸
住
宅
と
し
て
貸
し
出

　

し
た
り
、
不
動
産
全
体
を
売
却
し
た
ほ
う
が
、

　

市
有
財
産
の
有
効
活
用
に
な
る
。

　

以
上
３
点
の
理
由
で
反
対
す
る
。

修
正
案
に

討
論

反
対

原
案
に

討
論

反
対

 

水
越　

正
和　

　

本
議
案
は
４
路
線
一
括
で
上
程
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
の

１
路
線
の
み
認
定
に
反
対
だ
。

　

墨
坂
南
三
丁
目
２
号
線
は
、
北
側
隣
地
よ
り
０
～
１
ｍ
程

度
高
い
位
置
に
新
設
さ
れ
た
道
路
だ
。
し
か
し
、
転
落
防
止

の
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
等
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
危
険
だ
。
ま

た
、
境
界
に
水
止
め
に
な
る
よ
う
な
工
作
物
が
な
い
た
め
、

大
雨
時
に
は
隣
地
に
雨
水
が
流
出
し
て
し
ま
う
。
こ
の
ま
ま

の
状
態
で
認
定
す
る
と
、
後
々
の
改
修
で
市
の
予
算
を
使
う

こ
と
に
な
る
。 原

案
に

討
論

反
対

市
道
の
認
定
を
可
決
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請
願
・
意
見
書

●　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
を
求
め
る
請
願

　
　

請
願
者　
　

連
合
長
野
高
水
地
域
協
議
会
須
高
地
区
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

荻
原
公
和 

ほ
か
１
名

　
　

紹
介
議
員     

岩
田　

修
二　
　

宮
坂　

成
一

　
　

採
決
結
果　

採
択
し
、
同
意
見
書
を
可
決

●　

国
の
責
任
に
よ
る
35
人
学
級
推
進
と
、
教
育
予
算
の
増
額
を

　
　

求
め
る
請
願

　
　

請
願
者　
　

連
合
長
野
高
水
地
域
協
議
会
須
高
地
区
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

荻
原
公
和 

ほ
か
１
名　
　

　
　

紹
介
議
員     

岩
田　

修
二　
　

宮
坂　

成
一　
　

　
　

採
決
結
果　

採
択
し
、
同
意
見
書
を
可
決

●　

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を
求
め
る
意
見
書
を

　
　

可
決

●　

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書
を
可
決

　

★
可
決
と
な
っ
た
意
見
書
は
国
会
や
関
係
機
関
へ

　
　

提
出
し
ま
し
た
。

　
附  帯  決  議

提出者：岩田修二議員ほか1名

　場所の選定については担当課に
おいて努力されたと思われるが、
新規就農者の要望とはいえ場所さ
え確保できればともとれ、安易な
解決策と思わざるを得ない。
　今後も、使い勝手の良い場所を
見つけるなどの更なる検討を重ね
ると共に、必要であれば予算措置
を講じるなど、農業振興発展の為
にも熟慮した政策を引き続き継続
して検討、実施されたい。

　

附  帯  決  議
提出者：水越正和議員ほか2名

１　改装工事にあたっては、 
　建物の造作材にキズをつ
　けないように工夫をして
　行うこと
　
２　間仕切りを行う場合に
　は、撤去が簡単に行える
　ような工法を採用するこ
　と

３　既存の木部には塗装を
　行わないこと

４　建物の価値を知り大切
　にしてもらえる業者を広
　く募集すること

　

竹
内
勉
議
員
ほ
か
１
名
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。
修
正
部
分

を
除
く
原
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

３
月
定
例
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
た

新
規
就
農
者
用
共
同
作
業
場

条
例
の
一
部
改
正
を
修
正
可
決

３
月
定
例
会
で
否
決
さ
れ
た

蔵
の
町
ふ
れ
あ
い
館
条
例
の

一
部
改
正
を
可
決

 

　
　

岩
田　

修
二

　　

３
月
定
例
会
に
提
案
さ

れ
否
決
と
な
り
、
わ
ず
か

３
カ
月
で
、
何
の
状
況
の

変
化
が
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
全
く
同
じ
も
の
を
再

提
案
し
て
く
る
市
長
の
強

権
的
な
や
り
方
に
疑
問
を

感
じ
る
。

　

今
議
会
で
の
議
論
は
民

間
事
業
者
へ
の
賃
貸
を
前

提
と
し
た
意
見
に
終
始
し
、

「
し
ら
ふ
じ
」
の
建
物
の

将
来
、
あ
る
い
は
重
伝
建

の
指
定
を
目
指
す
た
め
の

「
し
ら
ふ
じ
」
の
位
置
づ
け
、

類
似
施
設
で
あ
る｢

旧
越

家
」「
ま
ゆ
ぐ
ら
」
の
今
後

に
つ
い
て
は
何
も
示
さ
れ

て
い
な
い
。
な
ぜ
「
し
ら

ふ
じ
」
な
の
か
、
い
ろ
い

ろ
な
う
わ
さ
も
飛
び
交
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
不
信

感
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

可
決

可
決
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改修予定のメセナホール

経済建設

委
員
長
　
　

岡
田
　
宗
之

副
委
員
長
　

水
越
　
正
和

委
員
　
　
　

荒
井
　
一
彦

西
澤
え
み
子

竹
内
　
　
勉

岩
田
　
修
二

Ｑ　

な
ぜ
廃
止
す
る
の
か
。

Ａ　

こ
の
基
金
は
、
運
用

益
で
あ
る
利
息
︵
果
実
︶

を
事
業
等
に
活
用
す
る
果

実
型
基
金
で
、
低
金
利
時

代
で
利
息
が
少
額
の
た
め
、

基
金
残
高
の
４
億
６
千
万

円
を
公
共
施
設
等
整
備
基

金
に
積
み
立
て
、
今
後
、

文
化
施
設
等
の
耐
震
化
・

長
寿
命
化
工
事
等
に
活
用

す
る
た
め
。　

Ｑ　

今
後
の
見
通
し
は
。

Ａ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
改
修

工
事
実
施
設
計
に
２
０
０

万
円
を
充
当
。
他
の
文
化

施
設
の
改
修
工
事
等
に
も

活
用
す
る
予
定
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

消
費
税
増
税
に
伴
う
利
用

料
等
の
改
定

Ｑ　

指
定
管
理
施
設
の
利

用
料
も
10
月
か
ら
改
定
す

る
の
か
。

Ａ　

指
定
管
理
者
は
条
例

の
範
囲
内
で
市
と
協
議
の

う
え
独
自
に
料
金
を
決
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

文
化
振
興
事
業
団
の
施

設
で
は
、
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

の
休
館
予
定
等
も
あ
り
、

条
例
が
改
正
さ
れ
て
も
当

面
の
間
据
え
置
く
。

Ｑ　

利
用
料
改
定
の
必
要

が
な
い
の
で
は
。

Ａ　

市
と
し
て
は
、
条
例

上
の
金
額
の
歳
入
が
あ
っ

た
も
の
と
し
て
指
定
管
理

料
を
見
て
い
く
。

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

常
任
委
員
会
報
告

　
指
定
管
理
移
行
に

　
論
議
が
集
中

総務文教

委
員
長
　
　

荒
井
　
　
敏

副
委
員
長
　

古
家
　
敏
男

委
員
　
　
　

塩
﨑
　
貞
夫

宮
坂
　
成
一

石
合
　
　
敬

霜
田
　
　
剛

佐
藤
壽
三
郎

し
ら
ふ
じ
の
民
間
活
用

案
を
可
決

蔵
の
町
ふ
れ
あ
い
館
条
例

の
一
部
改
正

Ｑ　

３
月
定
例
会
で
否
決

と
な
っ
て
以
後
、
な
に
か

反
応
は
あ
っ
た
か
。

Ａ　

 

市
民
か
ら
２
件
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

Ｑ　

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
で
選
考
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
ど
の
程
度
を

想
定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て

全
国
へ
募
集
を
か
け
る
。

Ｑ　

審
査
委
員
会
の
構
成

メ
ン
バ
ー
は
。

Ａ　

 

関
係
部
課
長
︵
５
名

程
度
︶
と
、
外
部
有
識
者

︵
観
光
関
係
者
、
商
店
会

連
合
会
等
３
名
程
度
︶
で

構
成
す
る
。

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

新
規
就
農
者
用
共
同
作
業

場
条
例（
３
月
継
続
審
査
）

Ｑ　

畑
の
一
部
に
簡
易
的

な
施
設
の
設
置
の
検
討
は
。

Ａ　

 

市
で
設
置
す
る
場
合

に
は
施
錠
で
き
る
建
物
が

必
要
。

Ｑ　

場
所
が
遠
く
荷
崩
れ

の
恐
れ
が
あ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
仁
礼
の
旧
福
祉
企

業
セ
ン
タ
ー
の
活
用
は
。

Ａ　

 

使
い
勝
手
よ
り
立
地

を
優
先
し
た
。

《
施
行
期
日
を
修
正
し
た

修
正
案
を
賛
成
多
数
で
可

決
》

市
道
の
認
定

Ｑ　

墨
坂
南
三
丁
目
２
号

線
は
、
隣
地
よ
り
高
い
位

置
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、

大
雨
が
降
る
と
雨
水
が
隣

地
に
流
れ
込
ん
で
し
ま
う
。

水
止
め
を
作
ら
な
い
の
か
。

Ａ　

 
施
工
業
者
、
設
計
者
、

隣
接
土
地
の
関
係
者
と
話

し
合
い
、
作
ら
な
い
こ
と

に
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

児
童
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

の
一
部
改
正

Ｑ　

指
定
管
理
の
メ
リ
ッ

ト
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
の
か
。

Ａ　

職
員
配
置
が
、
現
在

児
童
20
人
に
１
人
が
14
人

に
１
人
と
い
う
形
で
職
員

配
置
が
手
厚
く
な
り
人
件

費
が
上
が
る
の
で
、
経
費

の
総
額
は
増
え
る
。

　

質
を
落
と
さ
な
い
よ
う

に
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
が

連
絡
調
整
を
行
い
、
指
導

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
反
対
討
論
）

◎
ど
う
い
う
業
者
が
い
る

か
、
リ
サ
ー
チ
を
行
う
こ

と
や
予
算
的
に
検
討
す
る

余
地
が
あ
り
原
案
反
対
。

（
賛
成
討
論
）

◎
先
の
こ
と
を
考
え
る
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ
て
い
る

民
間
事
業
者
に
委
託
運
営

し
て
も
ら
う
こ
と
は
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
て
い
る

の
で
原
案
賛
成
。

《
可
否
同
数
で
委
員
長
採

決
に
よ
り
否
決
》

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例

の
一
部
改
正

　

委
員
か
ら
指
定
管
理
に

関
す
る
部
分
を
削
除
し
た

修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
そ

の
修
正
案
を
議
題
と
し
た
。

（
賛
成
討
論
）

◎
児
童
ク
ラ
ブ
の
位
置
を

改
め
る
こ
と
以
外
の
第
２

条
以
降
は
、
指
定
管
理
制

度
の
こ
と
で
あ
り
、
修
正

案
賛
成
。

（
反
対
討
論
）

◎
民
間
の
活
用
が
活
性
化

に
つ
な
が
る
。
教
育
委
員

会
が
一
生
懸
命
や
っ
て
き

た
中
で
メ
リ
ッ
ト
を
探
し

て
上
程
し
た
の
で
修
正
案

反
対
。

《
可
否
同
数
で
委
員
長
採

決
に
よ
り
修
正
可
決
》

文
化
振
興
資
金

積
立
基
金
廃
止
へ

福祉環境

委
員
長
　
　

堀
内
　
章
一

副
委
員
長
　

久
保
田
克
彦

委
員
　
　
　

牧
　
　
重
信

宮
本
　
泰
也
　

酒
井
　
和
裕

浅
井
　
洋
子



予
算
決
算
特
別
委
員
会 

分
科
会
審
査
︵
補
正
︶

教
育
・
基
金
・
選
挙

養
育
支
援
訪
問
サ
ー
ビ
ス

Ｑ　

ヘ
ル
パ
ー
等
派
遣
委

託
料
で
、
１
件
分
の
予
算

措
置
と
の
こ
と
だ
が
、
回

数
制
限
は
あ
る
か
。

Ａ　

対
象
は
１
家
庭
分
で
、

１
カ
月
に
20
日
程
度
、
午

前
と
午
後
ヘ
ル
パ
ー
が
訪

問
し
年
間
４
８
０
時
間
分
。

公
共
施
設
等
整
備
基
金
積

立
金

Ｑ　

文
化
振
興
資
金
積
立

基
金
を
廃
止
し
、
公
共
施

設
等
整
備
基
金
に
積
み
立

て
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

今
の
基
金
で
は
文
化
施
設

の
改
修
に
使
え
な
い
の
か
。

Ａ　

文
化
振
興
資
金
積
立

基
金
は
、
取
り
崩
し
の
で

き
な
い
果
実
運
用
型
基
金

で
、
運
用
益
を
各
種
の
文

化
振
興
事
業
に
充
当
し
て

い
る
。
預
金
の
利
率
が
低

く
な
り
、
運
用
益
に
よ
る

事
業
実
施
が
困
難
な
状
況

に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
基

金
を
取
り
崩
し
が
で
き
る

公
共
施
設
等
整
備
基
金
に

積
み
替
え
、
改
修
等
に
活

用
し
た
い
。

参
議
院
議
員
選
挙
の
経
費

Ｑ　

投
票
用
紙
を
自
動
分

類
し
、
開
票
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
た
め
の
設
備
投
資

か
。

Ａ　

国
政
選
挙
の
よ
う
な

大
き
な
選
挙
の
際
に
機
器

を
導
入
し
、
市
で
執
行
す

る
選
挙
の
際
に
も
活
用
予

定
。
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撤
去
予
定
の
駅
前
ア
ー
チ

道
路
・
農
業
・
商
業

除
雪
費

Ｑ　

活
力
創
出
基
盤
整
備

費
が
１
０
０
万
円
ほ
ど
減

額
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

Ａ　

国
か
ら
の
除
雪
事
業

費
の
内
示
率
が
50
％
に
な

っ
た
た
め
。

Ｑ　

大
雪
に
な
っ
た
場
合

は
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ　

一
時
的
に
単
費
で
対

応
す
る
が
、
国
へ
の
支
援

を
求
め
て
い
く
。

農
家
民
泊

Ｑ　

事
業
の
全
体
像
は
。

Ａ　

地
域
の
果
樹
を
中
心

と
し
た
ブ
ラ
ン
ド
強
化
と

農
家
全
体
の
所
得
向
上
に

取
り
組
む
も
の
だ
。
参
加

費
６
千
円
で
20
名
募
集
す

る
。
農
家
を
対
象
と
し
た

講
演
会
を
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
発
祥
の
地
よ
り
講

師
を
招
い
て
開
催
す
る
。

農
業
後
継
者
対
策

Ｑ　

新
規
就
農
者
研
修
給

付
金
と
は
。

Ａ　

Ｕ
タ
ー
ン
で
農
家
の

跡
取
り
が
就
農
す
る
場
合
、

月
額
２
万
円
を
補
助
す
る

も
の
で
、
国
の
年
齢
要
件

外
の
１
名
を
含
む
９
名
を

想
定
し
て
い
る
。

駅
前
ア
ー
チ
撤
去

Ｑ　

撤
去
に
関
す
る
市
の

負
担
は
。

Ａ　

限
度
額
１
０
０
万
円

で
、
補
助
率
は
１
／
３
。

福
祉
・
介
護
・
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

社
会
福
祉
協
議
会
の

建
物
等
借
上
負
担
金

Ｑ　

借
上
負
担
金
は
い
く

ら
か
。

Ａ　

年
間
７
３
８
万
１
千

２
６
０
円
だ
っ
た
が
、
今

回
２
７
０
万
６
千
７
７
６

円
に
な
っ
た
。

Ｑ　

大
幅
に
下
が
っ
た
理

由
は
。

Ａ　

平
成
６
年
の
契
約
以

来
、
長
年
交
渉
し
て
き
た
。

　

平
成
31
年
度
の
改
定
で
、

固
定
資
産
税
評
価
額
の
１

０
０
分
の
６
と
い
う
市
の

基
準
を
適
用
す
る
こ
と
の

理
解
を
い
た
だ
い
た
。

介
護
保
険
事
業

Ｑ　

今
回
の
シ
ス
テ
ム
改

修
の
内
容
は
。

Ａ　

介
護
保
険
被
保
険
者

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
連

携
シ
ス
テ
ム
と
、
消
費
税

増
税
に
伴
う
介
護
報
酬
改

定
に
対
応
す
る
た
め
。

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
の
耐
震
化

及
び
長
寿
命
化
工
事

Ｑ　

今
後
何
年
使
用
す
る

た
め
の
工
事
か
。

Ａ　

耐
用
年
数
は
50
年
で
、

現
在
30
年
目
を
迎
え
る
が
、

25
年
延
ば
し
て
75
年
を
想

定
し
て
い
る
。
天
井
部
分

の
耐
震
化
工
事
と
今
後
の

長
寿
命
化
を
図
る
た
め
２

０
２
１
年
、
１
年
間
の
休

館
期
間
中
に
改
修
を
行
う
。

Ｑ　

事
業
費
が
以
前
の
見

込
み
よ
り
増
え
た
理
由
は
。

Ａ　

長
寿
命
化
に
つ
い
て

休
館
中
で
な
い
と
で
き
な

い
改
修
工
事
を
行
う
た
め
。

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
補
助
金

Ｑ　

今
年
度
の
補
助
対
象

は
２
町
だ
が
、
毎
年
ど
の

程
度
か
。

Ａ　

こ
こ
３
年
は
２
町
。

そ
れ
以
前
は
３
町
。
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Ｂ
焼
却
施
設(

千
曲

市)

建
設
事
業
用
地
土

地
買
入
れ
な
ど
を
議
決

し
た
。
こ
の
結
果
、
Ｂ

焼
却
施
設
の
事
業
用
地

取
得
が
完
了
と
な
っ
た
。

当
市
関
係
の
主
な
も
の

◎
特
養｢

須
坂
荘｣  

の

社
会
福
祉
法
人
へ
の

移
管
時
期
２
０
２
１

年
度
に
向
け
、
今
年
度
、

移
管
す
る
社
会
福
祉
法

人
選
定
の
た
め
の
選
定

委
員
会
を
設
置
し
、
公

募
に
よ
り
移
管
先
を
決

定
す
る
。

◎
須
坂
市
最
終
処
分
場

は
、
引
き
続
き
本
体
施

設
の
造
成
工
事
の
ほ
か

浸
水
水
処
理
施
設
の
設

計
業
務
を
実
施
中
。

長
野
広
域
連
合

議
会
臨
時
会 

平
成
31
年
４
月
24
日

■■■■■■ ６月定例会の議決結果 ■■■■■■

賛否が分かれた案件

可決

議
決
結
果

会　派
議員名

議案等名

新風共創会 無
ク共産輝創会

宮
本
　
泰
也

荒
井
　
　
敏

西
澤
え
み
子

石
合
　
　
敬

岩
田
　
修
二

宮
坂
　
成
一

竹
内
　
　
勉

久
保
田
克
彦

霜
田
　
　
剛

古
家
　
敏
男

岡
田
　
宗
之

堀
内
　
章
一

酒
井
　
和
裕

浅
井
　
洋
子

塩
﨑
　
貞
夫

中
島
　
義
浩

佐
藤
壽
三
郎

牧
　   

重
信

水
越
　
正
和

荒
井
　
一
彦

–

新政会

可決

新規就農者用共同作業場条例の
一部改正
市内で農業を開始した者等の農作業場等
として、新たに高甫地区新規就農者用共同
作業場を加える　
○３・４ページに掲載

可決 –

–

※　○は賛成　●は反対 ☆議長 中島 義浩 は可否同数以外は採決に加わらない
☆会派名の略称：無ｸ→無所属ｸﾗﾌﾞ　共産→日本共産党

可決 –

可決 –

修正部分を除く原案

●

議案第10号
(3月定例会
継続審査)

施行日に対する修正案

● ● ● ●● ●附帯決議

–否決

可決

可決

–

–

可決 –

可決 –

○ ○○ ○ ○ ○ ● ●○ ○ ● ● ●● ●

○ ● ● ● ● ●● ●○

○ ○

○ ○

● ●

○ ○

● ●

● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○

○ ○ ○ ○ ○○ ○

○ ○ ○ ○ ○○ ○

○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○

○

○

○

○ ○ ○○ ○

○ ○ ○○ ● ○

○ ●

○

○ ○ ○ ○● ○○ ○

● ● ● ●● ●● ●

○ ○ ○ ○○ ○○ ○

○ ○ ○ ○○ ○○

○ ●● ●

● ○● ●

○ ○ ○ ●○ ●○ ○

● ● ● ○● ○● ●

● ● ● ○● ○● ●

○ ○○ ●

○ ○ ○○ ●

○○ ○

○○ ○

○○ ○ ○○

○

●

●

○

● ●

○ ○

● ●

● ●

○ ●

●

市道の認定　○３・４ページに掲載

児童センター設置条例の一部改正　○２・４ページに掲載

放課後児童クラブ条例の一部改正

○２・４ページに掲載

蔵の町ふれあい館条例の一部改正
ふれあい館しらふじの廃止に伴う改
正　○２・４ページに掲載

原案

指定管理者導入に反対する修正案

原案

附帯決議

議案第６号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

技術情報センター条例及び勤労者研修センター条例の一部改正
消費税率引上げに伴い,利用料を改める
勤労青少年ホーム条例等の一部改正
消費税率引上げに伴い、利用料、観覧料等を改める

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第34号

旧上高井郡役所条例等の一部改正
消費税率引上げに伴い、使用料を改める
財産に関する条例の一部改正　消費税率引上げに伴い、行政財産の使
用料について、消費税相当額を加えた額とする
老人福祉センター条例及びゲートボール場条例の一部改正
消費税率引上げに伴い、入浴料及び利用料を改める
シルキーホール条例等の一部改正
消費税率引上げに伴い、施設及び備品の利用料等を改める
福祉会館条例の一部改正
消費税率引上げに伴い、利用料を改める
廃棄物の処理及び再利用等に関する条例の一部改正　可燃ごみ処理の広域
化に伴い、可燃ごみ焼却に係る区分等を削る。また消費税率引上げに伴い、処理費用を改める

峰の原高原飲料水供給施設給水条例及び霊園の設置及び管理に関する
条例の一部改正　消費税率引上げに伴い、施設料金及び霊園管理料を改める

自転車等の放置防止に関する条例の一部改正
消費税率引上げに伴い、手数料を改める
農業集落排水施設条例等の一部改正　消費税率引上げに伴い、施設、下
水道及び水道の使用料及び分担金の額を改める
中山間地域総合整備事業施設条例及びそのさと有機センター条例の一
部改正　消費税率引上げに伴い、施設及び利用料を改める
道路占用料徴収条例等の一部改正
消費税率引上げに伴い、流水占用料を改める
都市公園条例の一部改正
消費税率引上げに伴い、有料公園施設の使用料を改める
文化振興資金積立基金条例の廃止　文化振興資金積立基金の廃止に伴
い、条例を廃止する　○２・４ページに掲載
新規就農者用共同作業場条例の一部改正
消費税の税率引上げに伴い、使用料を改める

可決 – ○ ○ ○ ○ ○○ ○○ ○ ○○ ● ○● ●○ ○ ○ ●

可決 – ○ ○ ○ ○ ○○ ○○ ○ ○○ ● ○● ●○ ○ ○ ●

可決 – ○ ○ ○ ○ ○○ ○○ ○ ○○ ● ○● ●○ ○ ○ ●

可決 – ○ ○ ○ ○ ○○ ○○ ○ ○○ ● ○● ●○ ○ ○ ●

可決 – ○ ○ ○ ○ ○○ ○○ ○ ○○ ● ○● ●○ ○ ○ ●

可決 – ○ ○ ○ ○ ○○ ○○ ○ ○○ ● ○● ●○ ○ ○ ●

可決 – ○ ○ ○ ○ ○○ ○○ ○ ○○ ● ○● ●○ ○ ○ ●

可決 – ○ ○ ○ ○ ○○ ○○ ○ ○○ ● ○● ●○ ○ ○ ●

可決 – ○ ○ ○ ○ ○○ ○○ ○ ○○ ● ○● ●○ ○ ○ ●

可決 – ○ ○ ○ ○ ○○ ○○ ○ ○○ ● ○● ●○ ○ ○ ●

可決 – ○ ○ ○ ○ ○○ ○○ ○ ○○ ● ○● ●○ ○ ○ ●

可決 – ○ ○ ○ ○ ○○ ○○ ○ ○○ ● ○● ●○ ○ ○ ●

可決 – ○ ○ ○ ○ ○○ ○○ ○ ○○ ● ○● ●○ ○ ○ ●

可決 – ○ ○ ○ ○ ○○ ○○ ○ ○○ ● ○○ ○○ ○ ○ ●

可決 – ○ ○ ○ ○ ○○ ○○ ○ ○○ ● ○● ●○ ○ ○ ●

広
域
連
合

議
会
等
報
告
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イ
ン
タ
ー
周
辺
等
開
発
特
別
委
員
会

件　　　　　名番　号 件　　　　　名番　号

全会一致による可決案件

介護保険条例の一部改正　（承認）
低所得者の軽減強化のため、第 1 段階から第３段階
までの保険料率の軽減措置

承認第 1 号

承認第 2 号

議案第 1 号
議案第 2 号

議案第 4 号

議案第 3 号

平成 30 年度須坂市一般会計補正予算（承認）
歳入：地方交付税4,322万円増、信州須坂ふるさと
　　  応援寄附金7,761万円増
歳出：地方交付税及び信州須坂ふるさと応援寄附金
　　  増額分をそれぞれ基金に積み立てる

水槽付消防ポンプ自動車の取得
高規格救急自動車・高度救命用資器材の取得

議案第 5 号 須高行政事務組合規約の変更　須高休日緊急
診療事業を共同処理することに伴う規約変更

議案第 7 号 市道の変更　市道１路線の区域等の変更

議案第 8 号
職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一
部改正　超過勤務命令を行うことができる上限等の規
則を加える

議案第 9 号 特別職の職員等の給与に関する条例の一部改正
市長、副市長の給料月額を減額する
10%、5% を 8/1 〜 12/31 まで減額

議案第 10 号
市税条例等の一部改正
住宅ローン控除の適用年度延長、軽自動車税の「環境
性能割」と「種別割」税率の特例規定を整備、個人住
民税を非課税とする対象として単身児童扶養者の規定
を加えるなど

　

参
考
人
と
し
て
㈱
長
工
長
野
事
務
所

田
中
所
長
を
招
致
し
、
事
業
の
進
捗
状

況
等
に
つ
い
て
㈱
長
工
及
び
須
坂
市
か

ら
報
告
を
受
け
た
。

　

㈱
長
工
か
ら
は
、
本
年
４
月
中
旬
よ

り
地
権
者
と
の
用
地
交
渉
を
始
め
て
お

り
、
本
年
夏
を
目
途
に
地
権
者
全
員
と

お
会
い
し
、
理
解
を
得
た
い
と
の
こ
と
。

　

須
坂
市
か
ら
は
、
２
月
21
・
22
日
、

地
権
者
及
び
井
上
地
域
の
住
民
を
対
象

に
説
明
会
を
開
催
し
、
２
９
９
名
の
参

加
が
あ
っ
た
こ
と
、
３
月
20
日
に
は
全

市
民
対
象
の
説
明
会
を
開
催
し
、
48
名

の
参
加
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
、
ま
た
「
須

坂
長
野
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地

６
月
14
日

市
議
会
議
員
選
挙
の
課
題
等
検
討
特
別
委
員
会

４
月
24
日
・
５
月
27
日
・
７
月
３
日

議案第 11 号 都市計画税条例の一部改正　
引用する条項等を改める

議案第 12 号 手数料徴収条例の一部改正
消防法に規定する製造所等の設置許可申請に関する審査事
務手数料の額を引き上げる

議案第 16 号 火災予防条例の一部改正
特定小規模施設用自動火災報知設備の設置による住宅用防
災警報機の設置免除について、規定を加える

議案第 32 号
一般会計補正予算第１号
メセナホール改修に向けた設計業務委託料、雇用促進事業
として支援金の交付、動物園独自の冊子作成経費、福島東
畑線の用地測量委託料、公共施設等整備基金積立金など　
　（５億 8,290 万円増）

議案第 33 号 介護保険特別会計補正予算第１号
制度改正に伴うシステム改修委託料、専門職員確保の
ための経費（330 万円増）

請願第 1 号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める請願

請願第 2 号 国の責任による 35 人学級推進と、教育
予算の増額を求める請願

同意第 1 号 井上、幸高、九反田、中島財産区管理委員の選任（同意）
禰冝田　守保 氏

意見書第１号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書

意見書第２号 国の責任による 35 人学級推進と、教育予算
の増額を求める意見書

意見書第３号 児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書

意見書第 4 号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書

損害賠償の額を定めること 車両衝突による住宅塀破損

損害賠償の額を定めること　車両衝突事故

区
開
発
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

で
は
、
関
係
課
の
担
当
者
を
含
め
た
専

門
グ
ル
ー
プ
の
設
置
に
つ
い
て
も
報
告

が
あ
っ
た
。　

　

イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
に
よ
り
、
周
辺

道
路
は
交
通
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
交
通
処
理
計
画
を
策
定
し
、
必

要
な
道
路
整
備
や
関
係
機
関
と
の
協
議

を
進
め
た
い
と
し
て
い
る
。

　

委
員
か
ら
は
、
開
発
事
業
者
へ
の
市

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
等
に
つ
い
て
質

問
が
出
さ
れ
、
須
坂
市
は
、
事
業
開
始

予
定
の
２
０
２
２
年
度
に
間
に
合
う
よ

う
道
路
網
整
備
な
ど
色
々
な
形
で
支
援

し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

２
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
が
初
め

て
無
投
票
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
市

議
会
議
員
の
な
り
手
不
足
対
策
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と

①　

市
議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
し

　

や
す
い
環
境
づ
く
り

②　

市
議
会
に
対
す
る
市
民
の
関
心

　

を
高
め
る
方
策

③　

そ
の
他
市
議
会
議
員
選
挙
の
諸

　

課
題
検
討
の
た
め
３
月
定
例
会
で

　

特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
。

　

市
議
会
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
良
い
の
か

検
討
を
行
っ
て
い
く
上
で
、
ま
ず
市

民
の
皆
さ
ま
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

う
こ
と
を
決
定
し
、
そ
の
内
容
・
実

施
方
法
な
ど
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
、
市
民
の
皆
さ
ま
も
参
加
い

た
だ
き
、
講
演
会
や
研
修
会
な
ど
に

つ
い
て
も
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
際
は
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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本
定
例
会
で
の
一
般
質
問
は
、
６
月
18
日
か
ら
21
日
ま
で
の

４
日
間
行
わ
れ
、
16
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

　

掲
載
は
質
問
順
と
し
て
い
ま
す
。

一 般 質 問 項 目

一般質問
風がバラやハーブの香りを運んでくれる【サンオアシス・小河原町】

古家　敏男  ……………………………
●  新学習指導要領による教育の変化
●  ふるさと納税の規制

岡田　宗之　……………………………
● 観光行政
● 教育行政

佐藤  壽三郎　…………………………
●  安心・安全に暮らせるまちづくり
●  みんなが手を差しのべるまちづく

り
●  みんなが健康で快適に暮らせるま

ちづくり
●  須坂の宝である子どもたちをどう

守るか
●  山並みがもたらす水の恵みは須坂

の財産と言える

荒井　敏　……………………………
● 道路交通問題
● 公園のトイレと公衆便所
● 学校教育問題

酒井　和裕　……………………………
●  防災体制の充実ならびに救急体制

の充実
●  まち・ひと・しごと創生総合戦略

等に基づいた事業展開

浅井　洋子　…………………………
●  高齢者が住み慣れた地域で幸せに

暮らせるまちづくり
●  誰もが安心して生活できるまちづ

くり

牧　重信………………………………
●  少子高齢化社会
●  歳入の未収金
●  選挙管理委員会事務局の在り方

宮本　泰也…………………………
●  新学習指導要領への対応と子ども

の健全育成・安全施策
●  地域おこし協力隊
●  県議会議員選挙から見る須坂市民

の政治意識と政治教育

水越　正和……………………………
●  第２回信州須坂ハーフマラソン
●  重伝建の選定に向けた調査の進捗

状況
●  松枯れと植林の相関関係

霜田　剛　……………………………
●  アールエフ須坂工場
●  放置された空き地
●  都市計画道路八町線

竹内　勉　……………………………
●  公共交通の拡充で安全・安心に通

勤・通学、買い物や病院へ
●  空家等・空き店舗対策を強め、移

住定住促進、町の賑わい創出を
●  第２期高校改革は生徒、PTA、教

職員、住民の声を反映させる方向
で

堀内　章一……………………………
●  持続可能な開発目標ＳＤＧｓ
●  骨髄バンク
●  安全安心な地域づくり

石合　敬………………………………
●  須坂市におけるドライブマナーの

現状
●  条例改正によるしらふじの今後
●  新たな社会問題にみられる小・中

学校の対応

荒井　一彦　……………………………
●  新規就農者
●  有害獣対策
●  松くい虫対策
●  吉向焼の保存

久保田　克彦　…………………………
●  安心の介護の仕組みの充実を
●  拙速な児童クラブの指定管理者制

度導入は中止を
●  移住希望者に対する不適切な対応

岩田　修二　……………………………
●  人事行政
●  子どもたちにかかわる施策
●  中高年の引きこもり対策
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プログラミング学習を導入している小学校

論理的思考力、想像力を高める
プログラミング教育の目的は

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の

進
捗
状
況
は
。

教
育
長　

大
容
量
デ
ー
タ

の
取
り
扱
い
を
想
定
し
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
含
む
Ｌ
Ａ

Ｎ
回
線
を
整
備
す
る
。
小

学
校
で
は
屋
外
で
も
使
用

で
き
る
よ
う
タ
ブ
レ
ッ
ト

パ
ソ
コ
ン
へ
の
切
り
替
え

を
行
う
。
中
学
校
で
は
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
パ
ソ
コ

ン
の
追
加
導
入
を
予
定
。

問　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

材
の
選
定
お
よ
び
導
入
は
。

教
育
長　

Ｂ
Ｂ
Ｃ
マ
イ
ク

ロ
ビ
ッ
ト
を
導
入
す
る
。

小
型
な
が
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
文

字
や
パ
タ
ー
ン
を
表
示
で

き
、
加
速
度
や
地
磁
気
、

湿
度
や
明
る
さ
の
セ
ン
サ

ー
、
無
線
接
続
機
能
が
あ

る
。
７
月
に
教
員
研
修
用
、

小
学
校
各
校
グ
ル
ー
プ
学

習
用
に
20
台
ず
つ
導
入
予

定
。

問　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
指

導
教
員
の
育
成
は
。

教
育
長　

８
月
の
夏
休
み

期
間
中
に
市
内
各
校
の
担

当
教
員
を
集
め
集
中
研
修

を
行
う
予
定
。

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
導
入

の
現
状
と
今
後
の
方
針
。

教
育
長　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や

ソ
フ
ト
を
有
効
活
用
す
る

た
め
の
技
術
的
専
門
的
な

支
援
を
す
る
支
援
員
を
、

今
年
度
は
小
学
校
２
校
に

導
入
し
、
次
年
度
以
降
の

支
援
員
導
入
に
向
け
、
効

果
の
把
握
を
行
う
。

運
動
会
の
時
間
短
縮

問　

今
後
の
市
内
小
学
校

の
運
動
会
は
ど
の
よ
う
な

方
向
で
い
く
の
か
。

教
育
長　

最
終
的
に
は
学

校
の
判
断
と
な
る
。
練
習

時
間
の
確
保
が
十
分
確
保

で
き
な
い
こ
と
も
想
定
し

て
、
各
校
半
日
開
催
を
考

え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
規
制

問　

信
州
須
坂
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
の
伸
び
は
。

総
務
部
長　

平
成
30
年
度

の
寄
附
金
額
は
４
億
７
千

７
０
０
万
円
で
前
年
対
比

約
４
・
２
倍
の
増
と
な
る
。

問　

寄
附
金
の
増
え
た
要

因
は
。

総
務
部
長　

昨
年
よ
り
寄

附
受
付
窓
口
の
サ
イ
ト
を

８
つ
に
増
設
し
、
多
様
な

寄
附
者
層
に
須
坂
の
情
報

発
信
が
で
き
た
こ
と
。　

問　

寄
附
金
は
地
元
の
事

業
者
の
売
り
上
げ
に
貢
献

し
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

寄
附
金
の
３

割
が
市
内
業
者
の
売
上
額

と
な
り
地
場
産
業
振
興
に

貢
献
し
て
い
る
。
特
に
シ

ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
は

じ
め
果
物
全
般
が
８
割
を

占
め
て
い
る
。

問　

昨
年
の
応
援
寄
附
金

の
充
当
予
定
事
業
は
。

総
務
部
長　

ま
ち
づ
く

り
・
産
業
振
興
・
子
ど
も

は
宝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
・
須
坂
市
に
お
任
せ
の

４
つ
の
目
的
の
事
業
に
充

て
る
予
定
。

問　

返
礼
品
の
還
元
率
30

％
以
下
を
厳
守
さ
せ
る
国

の
規
制
に
よ
る
寄
附
金
へ

の
影
響
は
。

総
務
部
長　

今
ま
で
も
、

国
の
通
達
に
沿
っ
た
適
切

な
対
応
を
し
て
き
て
い
る

の
で
影
響
は
な
い
。

信州須坂ふるさと応援
寄附金の寄附者を、移
住定住へと結びつけら
れないものか

古家 敏男 議員
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岡田 宗之 議員

竜ヶ池の救助体制は大丈夫か

８
月
上
旬
以
降
か
ら
順
次
稼
働

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
は

教
育
行
政

問　

小
中
学
校
の
エ
ア
コ

ン
設
置
工
事
の
進
捗
状
況

は
。

教
育
次
長　

夏
休
み
前
の

一
番
暑
い
時
期
に
間
に
合

わ
な
い
見
通
し
。
主
な
原

因
は
、
全
国
的
需
要
の
高

ま
り
に
よ
る
機
器
納
品
の

遅
れ
と
、
設
計
が
終
わ
っ

て
か
ら
設
計
図
書
に
す
る

段
階
で
予
想
以
上
に
時
間

が
か
か
っ
た
た
め
。

問　

平
成
30
年
度
須
坂
市

の
行
っ
た
「
い
じ
め
」
実

態
調
査
の
結
果
は
。

教
育
長　

文
部
科
学
省
に

報
告
し
た
「
い
じ
め
」
認

定
件
数
は
、
小
学
校
84
件
、

中
学
校
47
件
の
計
１
３
１

件
で
あ
る
。

問　

平
成
30
年
度
須
坂
市

の
不
登
校
児
童
生
徒
の
状

況
は
。

教
育
長　

小
学
生
で
は
30

名
で
前
年
よ
り
13
名
の
増
、

中
学
校
で
は
42
名
で
２
名

の
増
で
、
小
中
学
校
と
も

に
増
加
傾
向
で
あ
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
よ

り
、
あ
る
中
学
校
で
は
一

昨
年
度
不
登
校
と
な
っ
た

生
徒
５
名
が
昨
年
30
日
未

満
の
欠
席
に
な
り
、
う
ち

４
名
は
３
年
生
で
、
高
校

進
学
を
果
た
し
た
。

問　

川
崎
市
の
路
上
で
小

学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

待
っ
て
い
た
児
童
等
が
殺

傷
さ
れ
る
と
い
う
凄
惨
な

事
件
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
、
対
応
を
し
て
い
く

の
か
。

教
育
長　

通
学
路
に
お
け

る
防
犯
対
策
は
、
犯
罪
者

に
犯
罪
の
機
会
を
与
え
な

い
こ
と
が
重
要
。
地
域
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
と

危
険
箇
所
の
共
有
や
登
下

校
時
に
お
け
る
子
供
た
ち

の
「
見
守
る
目
」
を
増
や

す
こ
と
に
主
眼
を
置
き
対

策
を
進
め
て
い
る
。

観
光
行
政

問　

臥
竜
公
園
さ
く
ら
ま

つ
り
期
間
中
、
動
物
園
西

側
の
道
路
は
行
き
交
う
人

が
多
い
。
夜
間
は
暗
い
の

で
危
険
に
感
じ
る
が
、
仮

設
街
灯
の
設
置
を
。

産
業
振
興
部
長　

歩
行
者

の
安
全
確
保
の
た
め
に
、

仮
設
の
街
灯
を
設
置
す
る

こ
と
が
可
能
か
、
須
坂
市

観
光
協
会
と
相
談
し
て
い

く
。

問　

竜
ヶ
池
の
救
命
体
制

や
訓
練
を
行
っ
て
い
る
の

か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

お
客
様
が
池
に
落
ち
た
場

合
は
、
救
助
ブ
イ
等
の
救

助
機
材
を
使
い
な
が
ら
職

員
が
人
命
救
助
す
る
体
制

と
し
て
い
る
。
公
園
管
理

事
務
所
で
作
成
し
て
い
る

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

対
応
し
て
お
り
、
毎
年
、

緊
急
対
応
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
。

臥竜公園さくらまつり

は毎週末の好天に恵ま

れ、前年比 106％の

16 万 800 人が来園
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佐藤 壽三郎 議員

森上小学校の運動会

子どもたちは運動会を通して成長してきた
運動会は子どもたちにとって大切な行事だ

問　

運
動
会
は
子
ど
も
た

ち
、
家
族
、
地
域
住
民
に

と
っ
て
大
切
な
行
事
で
あ

る
。
運
動
会
が
永
年
に
わ

た
っ
て
果
た
し
て
き
た
評

価
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な

い
と
思
う
が
。

教
育
長　

運
動
会
と
い
う

行
事
を
通
し
て
、
家
族
や

地
域
の
方
々
が
見
守
る
中

で
、
力
い
っ

ぱ
い
、
自
分

の
力
を
出
し

切
る
こ
と
。

す
が
す
が
し

さ
を
実
感

し
、
さ
ま
ざ

ま
な
競
技
や

種
目
に
挑
戦

し
た
り
、
お

互
い
に
応
援

し
、
競
い
励

ま
し
合
っ
た

り
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も

た
ち
は
間
違

い
な
く
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
評

価
し
て
い
る
。

須
坂
の
環
境
を
守
れ

問　
「
売
買
契
約
の
締
結

に
あ
た
っ
て
、
㈱
ア
ー
ル

エ
フ
は
富
士
通
㈱
が
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
き
た
水
質

調
査
、
調
査
結
果
の
報
告
、

地
下
水
用
水
処
理
等
の
土

壌
汚
染
等
に
対
す
る
措
置

を
、
引
き
続
き
実
施
す
る

合
意
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

土
壌
汚
染
の
環
境
対
策

に
つ
い
て
は
、
特
約
条
項

を
設
け
、
㈱
ア
ー
ル
エ
フ

が
自
己
の
責
任
と
負
担
に

よ
り
継
続
的
に
行
う
こ
と

を
明
確
に
し
て
い
る
。」

（
平
成
29
年
６
月
定
例
会

一
般
質
問
会
議
録
の
記
述

を
引
用
。）

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最

近
は
、
地
下
水
観
測
井
戸

に
つ
い
て
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
の
報
告
に
触
れ
る

機
会
が
な
い
。

　

市
は
㈱
ア
ー
ル
エ
フ
か

ら
地
下
水
観
測
井
戸
に
つ

い
て
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
の
実
施
と
結
果
報
告
を

受
け
て
い
る
の
か
。

市
長　

㈱
ア
ー
ル
エ
フ
は

平
成
30
年
４
月
分
か
ら
、

須
坂
市
へ
の
報
告
が
滞
っ

て
い
る
。

　

同
社
に
対
し
複
数
回
に

わ
た
り
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結

果
の
報
告
を
依
頼
し
て
い

る
が
、
結
果
報
告
が
な
い

状
況
に
あ
る
。

　

県
に
も
確
認
を
行
っ
た

が
同
様
で
あ
る
の
で
、
市

は
富
士
通
㈱
に
㈱
ア
ー
ル

エ
フ
へ
履
行
を
促
す
よ
う

依
頼
文
を
送
付
し
た
。

　

市
は
県
と
情
報
共
有
を

図
り
な
が
ら
、
土
地
を
取

得
し
た
㈱
ア
ー
ル
エ
フ
の

責
任
に
お
い
て
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
の
実
施
と
結

果
報
告
が
さ
れ
る
よ
う
依

頼
を
し
て
い
く
。

松
本
走
り

問　
「
松
本
走
り
」
と
は
、

交
差
点
で
対
向
車
が
い
る

の
に
、
信
号
が
変
わ
る
と

同
時
に
強
引
に
右
折
す
る

行
為
で
、
私
も
時
々
遭
遇

す
る
極
め
て
独
善
的
な
危

険
運
転
で
あ
り
、
一
歩
間

違
う
と
大
事
故
に
な
り
か

ね
な
い
。
市
は
警
察
と
連

携
し
て
撲
滅
を
図
る
べ
き

と
思
う
が
。

副
市
長　

須
坂
警
察
署
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
署
で

は
そ
う
い
っ
た
把
握
は
し

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。

契約書は合意した約束

事を文書で取り交わし

た大切なもの。その重み

を感じて欲しいな
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荒井　敏 議員

アクセルとブレーキの踏み間違い制御装置

ペ
ダ
ル
踏
み
違
い
時
の
制
御
装
置
に
補
助
を

考
え
て
い
な
い

高
齢
運
転
者
へ
補
助
を

問　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に

よ
る
事
故
が
全
国
で
相
次

い
て
お
り
、
政
府
は
安
全

機
能
の
付
い
た
車
の
み
運

転
で
き
る
、
限
定
免
許
制

度
を
検
討
し
だ
し
た
。
東

京
都
は
急
発
進
防
止
装
置

の
購
入
時
に
９
割
程
度
の

補
助
を
行
う
方
針
を
発
表

し
た
。

　

須
坂
市
も
ペ
ダ
ル
の
踏

み
違
い
時
の
急
発
進
急
加

速
を
制
御
す
る
装
置
（
３

〜
４
万
円
程
度
）
購
入
に

補
助
す
る
こ
と
を
考
え
な

い
か
。

市
長　

衝
突
被
害
軽
減
ブ

レ
ー
キ
や
ペ
ダ
ル
の
踏
み

違
い
時
、
加
速
制
御
装
置

等
の
安
全
装
置
を
搭
載
し

た
車
が
普
及
し
始
め
て
い

る
。
ま
た
、
後
付
け
の
急

発
進
防
止
装
置
も
市
販
の

物
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、

元
々
免
許
証
を
持
た
な
い

市
民
の
方
へ
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
現
時
点
で
の
補

助
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

電
動
ア
シ
ス
ト
機
能

付
き
自
転
車
は
、
高
齢
者

に
は
非
常
に
助
か
る
物
だ
。

し
か
し
、
価
格
が
（
６
〜

10
万
円
）
と
少
し
高
い
。

免
許
証
返
納
高
齢
者
の
、

ア
シ
ス
ト
機

能
付
き
自
転

車
購
入
に
補

助
を
し
な
い

か
。

市
長　

免
許

証
返
納
者
に

は
、
須
高
交

通
安
全
協
会

の
協
力
に
よ

る
、「
バ
ス

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

く
る
る
」
の

千
円
分
の
チ

ャ
ー
ジ
券
が

配
布
さ
れ
て

お
り
、
市
か

ら
２
千
円
分

補
助
を
し
て
「
く
る
る
」

交
換
券
を
１
枚
渡
せ
る
よ

う
検
討
を
進
め
て
い
る
。

電
動
ア
シ
ス
ト
機
能
付
き

自
転
車
の
購
入
補
助
は
考

え
て
い
な
い
。

公
園
の
ト
イ
レ
、
冬
季
も

使
え
る
よ
う
に

問　

市
内
各
所
に
あ
る
公

園
の
ト
イ
レ
は
、
冬
季
に

な
る
と
使
え
な
い
ト
イ
レ

が
多
い
。
全
部
と
は
言
わ

な
い
が
、
冬
季
に
公
衆
ト

イ
レ
が
使
え
な
い
地
域
は
、

冬
季
間
使
え
る
よ
う
に
し

て
も
ら
え
な
い
か
。

市
民
環
境
部
長　

水
道
管

の
凍
結
を
防
ぐ
た
め
の
設

備
が
な
い
こ
と
や
、
建
物

内
に
雪
や
風
の
吹
き
込
み

志賀高原で根曲がり竹

狩りと、竹の子尽くし

料理を堪能、焼き竹の

子最高

を
防
ぐ
構
造
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
冬
季
間

で
も
使
用
可
能
な
市
の
施

設
等
を
利
用
願
い
た
い
。

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
は

夏
休
み
前
ま
で
に
設
置
で

き
な
い

問　

エ
ア
コ
ン
の
稼
働
が
、

当
初
予
定
の
暑
く
な
る
前

ま
で
に
、
間
に
合
わ
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

教
育
長　

機
器
納
入
が
、

発
注
か
ら
４
カ
月
と
想
定

外
だ
っ
た
こ
と
。
ま
た
設

計
後
の
入
札
用
の
設
計
書

に
す
る
段
階
で
も
予
想
以

上
の
業
務
量
と
な
り
、
発

注
自
体
が
遅
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
教

育
委
員
会
の
責
任
で
あ
る
。
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酒井 和裕 議員

既存商品と新商品のペールエール

夜間訓練の実施を検討したい

夜間の災害に備え、訓練の実施は

問　

夜
間
に
発
生
す
る
災

害
が
多
発
し
て
い
る
。
熊

本
地
震
が
平
成
28
年
４
月

に
前
震
が
午
後
９
時
26
分
、

本
震
が
午
前
１
時
25
分
に

そ
れ
ぞ
れ
最
大
震
度
７
を

記
録
。
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
は
午
前
３
時
７
分
に

発
生
、
最
大
震
度
７
を
記

録
し
た
。
こ
の
よ
う
な
夜

間
の
発
生
に
備
え
、
夜
間

訓
練
を
実
施
し
て
は
。

総
務
部
長　

夜
間
の
災
害

に
対
し
、
須
坂
市
地
域
防

災
計
画
に
定
め
た
、
災
害

時
職
員
の
配
備
体
制
や
事

務
分
掌
に
沿
い
、
電
話
等

に
よ
る
連
絡
網
で
夜
間
・

休
日
に
災
害
が
発
生
し
た

場
合
の
体
制
を
整
え
て
い

る
。
ま
た
、
毎
年
実
施
し

て
い
る
須
坂
市
総
合
防
災

訓
練
に
お
い
て
、
夜
間
訓

練
又
は
夜
間
を
想
定
し
た

訓
練
の
実
施
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問　

土
砂
災
害
の
危
険
性

が
高
ま
っ
た
場
合
の
対
策

は
。

総
務
部
長　

行
政
と
住
民

が
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
地
域
づ

く
り
市
民
会
議
な
ど
で
避

難
が
必
要
な
居
住
者
の
取

る
べ
き
行
動
、
家
族
で
の

話
し
合
い
や
地
域
で
の
協

力
体
制
の
話
し
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
毎
年
、
土
砂

災
害
警
戒
区
域
の
区
と
浸

水
想
定
区
域
の
区
も
加
え

計
47
区
の
区
長
・
防
災
担

当
者
と
の
連
絡
会
を
開
催

し
、
関
係
区
の
皆
様
と
土

砂
災
害
な
ど
へ
の
認
識
を

共
有
し
て
い
き
た
い
。

問　

各
区
の
自
主
防
災
組

織
は
役
員
が
中
心
で
あ
る
。

毎
年
役
員
が
変
わ
る
中
で

住
民
の
皆
さ
ん
が
ど
こ
ま

で
理
解
し
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

災
害
時
、
消

防
・
警
察
な
ど
限
り
が
あ

り
自
主
防
災
組
織
の
活
動

は
大
変
大
き
な
力
と
な
る
。

災
害
対
応
す
る
た
め
の
訓

練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と

考
え
る
。

問　

防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
し
て
は
。

総
務
部
長　

防
災
リ
ー
ダ

ー
は
区
の
役
員
が
務
め
て

い
て
１
～
２
年
で
交
代
す

る
た
め
、
継
続
的
に
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
ら
れ
る
方
を

選
任
し
て
い
き
た
い
。

問　

児
童
・
生
徒
へ
の
防

災
教
育
は
。

総
務
部
長　

災
害
の
特
質

に
応
じ
、
学
校
防
災
計
画

を
定
め
、
火
災
や
自
然
災

害
に
お
け
る
教
員
の
対
処

法
、
ま
た
児
童
・
生
徒
の

避
難
方
法
や
訓
練
方
法
を

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
想
定

し
た
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

フ
ル
ー
ツ
エ
ー
ル
推
進
事

業問　

フ
ル
ー
ツ
エ
ー
ル
推

進
事
業
の
新
商
品
の
販
売

促
進
は
。

副
市
長　

報
道
機
関
へ
の

リ
リ
ー
ス
、
酒
販
店
・
飲

食
店
へ
の
チ
ラ
シ
配
付
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
情
報
発
信

や
県
主
催
の
商
談
会
へ
の

参
加
な
ど
行
っ
て
い
く
。

問　

フ
ル
ー
ツ
エ
ー
ル
製

造
委
託
事
業
者
の
ク
ル
ー

ク
ダ
イ
ニ
ン
グ
が
東
京
に

本
社
が
あ
る
会
社
の
子
会

社
に
な
っ
た
が
。

副
市
長　

子
会
社
に
な
っ

て
も
、
今
ま
で
ど
お
り
に

事
業
を
進
め
る
。

６月 18 日、夜間の 10

時 22 分に新潟・山形県

で震度６強の地震。夜

間訓練の実施を早急に
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浅井 洋子 議員

歩き方の癖が見える化できる歩行姿勢測定機器

引
き
こ
も
り
の
現
状
を
把
握
し
て
い
る
か

実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い

問　

厚
生
労
働
省
は
２
０

１
８
年
12
月
、
40
〜
64
歳

を
対
象
と
す
る
初
め
て
の

調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
に

よ
る
と
推
計
で
61
万
３
千

人
と
な
り
、
引
き
こ
も
り

が
長
期
高
齢
化
し
て
い
る

こ
と
が
見
え
て
き
た
。
引

き
こ
も
り
を
養
っ
て
い
る

親
が
老
年
期
に
入
り
、
経

済
的
・
体
力
的
に
行
き
詰

っ
て
し
ま
う
場
合
が
多
く

「
８
０
５
０
問
題
」
と
し

て
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
須
坂
市
で
は
引
き

こ
も
り
の
現
状
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　

県
と
市

町
村
の
共
同
に
よ
り
、
今

後
の
８
０
５
０
問
題
へ
の

対
応
を
含
め
、
実
態
を
把

握
す
る
た
め
、
民
生
児
童

委
員
協
議
会
に
依
頼
し
調

査
を
実
施
し
た
。
須
坂
市

で
は
、
当
該
調
査
で
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
の
総

数
は
37
人
、
性
別
で
は
男

性
78
・
４
％
、
女
性
18
・

９
％
不
明
２
・
７
％
。
50

歳
代
が
29
・
７
％
、
40
歳

代
27
・
０
％
、
30
歳
代

13
・
５
％
の
順
と
な
っ
て

い
る
。
非
常
に
デ
リ
ケ
ー

ト
な
問
題
で
あ
り
、
表
面

化
せ
ず
潜
在
化
し
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
本
人
や
家

族
等
か
ら
の
相
談
、
周
り

の
気
づ
き
以
外
、
実
態
を

把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

問　

引
き
こ
も
り
で
悩
む

の
は
本
人
だ
け
で
な
く
家

族
も
苦
悩
す
る
。
家
族
へ

の
支
援
や
、「
助
け
て
」

の
声
が
出
せ
る
よ
う
な
地

域
の
支
え
合
い
、「
声
な

き
声
」
を
聴
く
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
か
。
そ
の
覚

悟
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

健
康
福
祉
部
長　

関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
、
現
状

を
見
守
り
な
が
ら
、
ど
ん

な
働
き
か
け
が
よ
い
の
か

を
十
分
検
討
し
た
上
で
支

援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

介
護
予
防
事
業
で
の
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
、
筋
力
ア
ッ

プ
体
操
は

問　

市
で
は
介
護
予
防
と

し
て
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

「
さ
わ
や
か
貯
筋
教
室
」

等
の
筋
力
ア
ッ
プ
運
動
を

行
っ
て
お
り
、
何
ら
か
の

効
果
は
上
が
っ
て
い
る
が
、

こ
の
ほ
ど
行
政
視
察
に
行

っ
た
津
山
市
で
は
、
住
民

自
ら
が
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
、
専
門
家
に
頼
る

わ
け
で
も
な
く
、
運
営
す

る
こ
と
で
参
加
者
の
や
る

気
と
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

担
当
者
も
視
察
し
て
は
ど

う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

津
山
市

の
津
山
モ
デ
ル
「
こ
け
な

い
か
ら
だ
講
座
」
の
視
察

を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、

歩
行
姿
勢
測
定
機
器
を
購

入
し
、
自
分
の
身
体
の
状

態
を
知
り
、
運
動
習
慣
づ

く
り
に
役
立
て
る
。

高齢者運転は家族で話

し合い、昼間の慣れた

道路など、運転範囲を

考えてくださいね　
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牧　重信 議員
結婚支援事業を委託している社会福祉協議会

建物情報等で477件ある
空き家はどの位あるのか

相
続
未
登
記
に
よ
る

歳
入
の
未
収
金
は

問　

本
来
歳
入
と
な
る
約

６
億
円
が
未
収
金
と
な
っ

て
い
る
。
最
大
限
努
力
す

る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

実
質
的
な
空
き
家
は
ど
の

位
あ
る
の
か
。

副
市
長　
「
空
き
家
と
思

わ
れ
る
建
物
情
報
」
４
４

２
件
と
市
の
担
当
者
が
追

加
し
た
35
件
の
合
計
４
７

７
件
で
あ
る
。

問　

こ
の
中
で
固
定
資
産

税
等
の
支
払
い
の
な
い
所

有
物
は
ど
の
位
あ
る
の
か
。

副
市
長　

空
き
家
所
有
者

で
の
未
納
件
数
等
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

相
続
人
が
不
存
在
の
土
地

家
屋
に
つ
い
て
は
、
課
税

保
留
を
し
て
い
る
。

婚
活
支
援
事
業

問　

昨
年
の
社
会
福
祉
協

議
会
で
の
婚
活
の
実
績
は
。

総
務
部
長　

５
２
９
件
の

お
見
合
い
調
整
を
行
い
、

そ
の
中
で
実
際
に
実
施
で

き
た
お
見
合
い
は
76
件
。

そ
の
う
ち
11
件
の
カ
ッ
プ

ル
が
成
立
し
た
。

問　

Ｐ
Ｒ
活
動
は
十
分
に

行
わ
れ
た
か
。

総
務
部
長　

広
報
須
坂
や

須
坂
新
聞
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
地
域
情
報
誌
へ
掲
載

し
た
。
ま
た
消
防
団
や
、

市
内
企
業
へ
の
チ
ラ
シ
配

布
等
を
行
っ
た
。

問　

社
会
福
祉
協
議
会
ま

か
せ
の
交
流
で
よ
い
の
か
。

総
務
部
長　

結
婚
セ
ミ
ナ

ー
及
び
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
、

結
婚
相
談
所
の
運
営
な
ど

結
婚
支
援
を
行
う
こ
と
が

で
き
、
県
の
結
婚
支
援
と

も
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ
り
、

今
後
も
引
き
続
き
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

本
年
度
の
企
画
に
つ

い
て
は
。

総
務
部
長　

今
ま
で
同
様

に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
及
び
交
流
会
を
実
施
す

る
ほ
か
、
結
婚
相
談
所
の

運
営
を
行
っ
て
い
く
。
こ

の
ほ
か
、
長
野
地
域
連
携

中
枢
都
市
圏
の
取
り
組
み

で
、
県
外
の
女
性
と
長
野

地
域
８
市
町
村
の
男
性
を

対
象
と
し
た
移
住
婚
活
ツ

ア
ー
を
実
施
予
定
。

先
般
の
市
議
選
お
よ
び
県

議
選
に
お
い
て

問　

市
議
選
の
立
候
補
者

へ
の
Ｐ
Ｒ
は
十
分
で
あ
っ

た
か
。

選
挙
管
理
委
員
長　

１
月

市
報
に
投
票
日
を
は
じ
め
、

立
候
補
手
続
き
説
明
会
等

の
記
事
を
掲
載
し
、
併
せ

て
選
挙
に
関
す
る
お
知
ら

せ
を
全
戸
配
布
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
最
新
情

報
等
を
掲
載
し
た
。

問　

県
議
選
の
開
票
方
法

に
問
題
は
な
か
っ
た
か
。

選
挙
管
理
委
員
長　

長
野

県
議
会
一
般
選
挙
速
報
実

施
要
領
に
基
づ
き
、
県
内

統
一
で
行
っ
て
い
る
。

婚活支援として大胆な

交流会開催を…
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宮本 泰也 議員

市は本当に子どもを大事にしている？

来
年
度
か
ら
減
額
す
る

育
成
会
へ
の
交
付
金
減
額
は

新
学
習
指
導
要
領
と

子
ど
も
の
健
全
育
成

問　

来
年
度
か
ら
始
ま
る

新
学
習
指
導
要
領
の
「
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
に
よ

り
、
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
と
は
、
具
体

的
に
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
長　

受
身
の
ま
ま
に

し
な
い
授
業
を
目
指
す
。

発
見
・
問
題
解
決
・
体
験
・

調
査
学
習
な
ど
を
充
実
さ

せ
、
教
師
が
一
方
的
に
語

り
、
指
示
を
出
し
続
け
る

授
業
か
ら
脱
却
を
図
る
。

問　

通
知
表
等
の
評
価
基

準
は
。

教
育
長　

知
識
、
思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
、
学
び

に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

が
重
要
視
さ
れ
る
。

問　

単
に
暗
記
だ
け
で
な

く
記
述
式
の
テ
ス
ト
や
レ

ポ
ー
ト
等
が
重
要
視
さ
れ

る
。
今
ま
で
以
上
に
読
解

力
が
重
要
と
な
る
。
読
書

を
さ
ら
に
進
め
る
べ
き
だ
。

教
育
長　

そ
の
と
お
り
で

あ
る
。

問　

須
坂
小
で
の
鼓
笛
隊

で
ひ
と
つ
の
こ
と
を
６
年

生
全
体
で
や
り
遂
げ
た
思

い
出
が
一
番
残
っ
て
い
る

と
の
卒
業
生
の
声
が
あ
る
。

外
国
語
の
時
間
数
が
多
く

な
り
、
各
学
校
の

特
色
あ
る
行
事
へ

の
影
響
は
。

教
育
長　

大
切
に

し
て
い
く
。

問　

来
年
度
か
ら

各
町
へ
の
育
成
会

活
動
交
付
金
の
減

額
は
止
め
る
べ
き

だ
。
引
き
下
げ
の

理
由
は
。

教
育
長　

交
付
金

は
県
内
で
２
番
目

に
高
額
で
一
人
あ

た
り
で
は
一
番
だ
。

問　

区
長
会
春
季

総
会
で
の
意
見
は
。

教
育
長　
「
他
市

に
比
べ
須
坂
市
の
子
ど
も

の
施
策
が
優
れ
て
い
る
と

は
言
え
な
い
。
他
市
に
倣

い
減
額
す
る
の
で
は
な
く
、

子
ど
も
へ
の
思

い
や
り
等
須
坂

市
の
特
徴
を
大

事
に
す
べ
き
」

「
町
中
で
子
ど

も
の
数
が
減
る

中
で
、
高
い
方

を
低
い
方
へ
合

わ
せ
る
の
で
は

な
く
高
い
方
に

す
る
施
策
が
必

要
」
な
ど
の
意

見
が
あ
っ
た
。

問　

交
付
金
が

一
番
低
い
諏
訪

市
で
は
、
外
郭

団
体
を
作
り
社

協
か
ら
も
金
が

出
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
こ

と
も
含
め
調
査
し
た
の
か
。

教
育
長　

そ
こ
ま
で
は
調

査
し
て
い
な
い
。

問　

大
津
市
で
は
巻
き
込

ま
れ
た
保
育
園
児
２
人
が

死
亡
、
一
人
が
重
体
に
な

っ
た
事
故
は
記
憶
に
新
し

い
。
子
ど
も
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
た
め
、
通
学
路

の
点
検
を
行
い
、
危
険
優

先
度
の
高
い
横
断
歩
道
に

費
用
が
少
な
く
て
済
む
金

属
製
の
ポ
ー
ル
の
設
置
を
。

教
育
長　

通
学
路
の
危
険

箇
所
は
把
握
し
て
い
る
。

優
先
度
か
ら
金
属
製
の
ガ

ー
ド
ポ
ス
ト
を
順
次
設
置

し
て
お
り
、
今
後
も
設
置

し
て
い
く
。

市は区長会が反対して

も育成会交付金を減額

する。子どもは大事と

言いながら…
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水越 正和 議員

解体当時の止善学校

時期を捉えて公開する　

東山魁夷画伯の原画公開を

問　

最
近
、
須
坂
の
歴
史

を
作
っ
て
き
た
水
車
小
屋

や
、
止
善
学
校
、
環
境
物

件
の
ぼ
た
も
ち
石
積
み
、

赤
松
の
老
木
等
が
解
体
撤

去
さ
れ
て
い
る
。
老
朽
化

や
所
有
者
の
世
代
交
代
等

に
よ
り
解
体
さ
れ
そ
う
な

建
物
も
散
見
さ
れ
る
。
重

伝
建
選
定
に
向
け
た
動
き

を
前
倒
し
す
る
可
能
性
は
。

社
会
共
創
部
長　

地
域
住

民
に
歴
史
的
な
建
物
の
価

値
や
制
度
へ
の
理
解
を
し

て
も
ら
う
時
間
が
必
要
で
、

前
倒
し
は
困
難
だ
。

問　

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
か
ら

の
脱
却
は
可
能
か
。

社
会
共
創
部
長　

戸
別
や

地
区
ご
と
の
説
明
会
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て

き
た
が
、
引
き
続
き
住
民

意
識
の
高
揚
に
努
め
る
。

問　

信
州
須
坂
町
並
み
の

会
が
発
足
し
て
10
年
目
の

記
念
に
、
魁
夷
画
伯
揮
毫

の
「
馬
車
よ
ゆ
っ
く
り
走

れ
」
の
石
碑
を
建
立
し
た
。

あ
れ
か
ら
四
半
世
紀
。
そ

の
存
在
意
義
が
忘
れ
去
ら

れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
。

社
会
共
創
部
長　

町
並
み

案
内
時
は
コ
ー
ス
に
取
り

入
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

市
民
の
一
部
に
は
忘
れ
ら

れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

重
伝
建
選
定
へ
の
原
動
力

に
な
り
得
る
の
で
、
再
度

存
在
意
義
を
広
め
て
も
ら

い
た
い
。

問　

魁
夷
画
伯
揮
毫
の
原

画
を
一
般
公
開
し
て
は
。

社
会
共
創
部
長　

重
伝
建

選
定
に
向
け
て
の
機
運
醸

成
の
た
め
に
も
「
信
州
須

坂
の
町
並
み
」
の
原
画
も

含
め
て
公
開
し
て
い
く
。

信
州
須
坂
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン問　

２
回
目
と
な
る
今
回

の
変
更
点
は
。

社
会
共
創
部
長　

参
加
料

を
５
０
０
円
引
き
下
げ
、

ぶ
ど
う
の
エ
イ
ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
追
加
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
を
廃
止

し
、
３
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
に

シ
ニ
ア
枠
を
新
設
し
た
。

問　

折
り
返
し
が
多
い
と

か
、
鎧
塚
古
墳
の
横
を
走

り
た
い
と
か
の
要
望
も
あ

る
が
、
コ
ー
ス
変
更
は
行

わ
な
い
の
か
。

社
会
共
創
部
長　

東
西
方

向
は
高
低
差
が
激
し
く
な

る
。
南
北
方
向
を
軸
に
コ

ー
ス
選
定
を
行
っ
て
い
る
。

経
費
の
面
か
ら
も
頻
繁
な

コ
ー
ス
変
更
は
難
し
い
。

問　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
増
や

す
工
夫
は
。

社
会
共
創
部
長　

市
報
７

月
号
で
応
援
団
体
の
募
集

を
行
う
。

問　

受
身
的
募
集
だ
け
で

は
な
く
直
接
交
渉
も
。

社
会
共
創
部
長　

行
っ
て

い
く
。

「待つうちが花」と言
えど「待つ身は長い」
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扉の開かないアールエフ須坂工場

森のようになった迷惑な放置空き地

ア
ー
ル
エ
フ
須
坂
工
場
稼
働
は

具
体
的
な
操
業
時
期　

市
は
状
況
を
静
観

ア
ー
ル
エ
フ
須
坂
工
場

問　

報
道
に
よ
れ
ば
２
０

２
０
年
操
業
開
始
予
定
と

の
こ
と
だ
が
、
施

設
等
の
管
理
体
制

と
し
て
定
期
的
な

巡
回
管
理
を
。

産
業
振
興
部
長　

昨
年
５
月
副
市
長

と
産
業
振
興
部
長

で
長
野
市
の
中
央

研
究
所
へ
出
向
き
、

景
観
条
例
説
明
と

早
期
操
業
を
依
頼
。

問　

国
道
４
０
６

号
の
通
学
路
の
安

全
確
保
対
策
で
、

工
場
か
ら
生
垣
の

レ
ッ
ド
ロ
ビ
ン
が
は
み
出

し
、
学
生
の
通
学
時
や
通

行
人
の
妨
げ
に
な
っ
て
い

る
。

産
業
振
興
部
長　

２
年
前

に
雑
草
の
放
置
や
生
垣
管

理
の
改
善
依
頼
を
し
た
。

問　

富
士
通
よ
り
工
場
取

得
時
契
約
条
件
の
土
壌
洗

浄
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

は
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

４
月
以

降
報
告
が
滞
っ
て
い
る
状

況
。
県
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
対
応
す
る
。

問　

工
場
稼
働
に
よ
る
産

業
人
口
の
拡
大
確
保
は
、

地
方
経
済
を
豊
か
に
し
、

工
業
界
の
み
な
ら
ず
商
業

の
賑
い
創
出
、
中
心
市
街

地
活
性
化
や
移
住
定
住
に

も
繋
が
り
、
市
の
経
済
に

元
気
と
活
力
を
与
え
る
が
。

産
業
振
興
部
長　

操
業
が

開
始
す
れ
ば
消
費
活
動
が

盛
ん
に
な
り
、
地
域
経
済

全
体
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
る
。

放
置
さ
れ
た
空
き
地

問　

市
内
の
Ｆ
製
作
所
跡

地
が
「
放
置
さ
れ
た
ま
ま

の
雑
木
林
の
よ
う
な
状

態
」
で
存
在
。
所
有
者
が

県
外
で
区
や
市
の
改
善
要

請
に
長
年
応
じ
て
い
な
い
。

市
民
環
境
部
長　

職
員
が

県
外
出
張
の
度
に
訪
問
し
、

地
元
区
長
や
市
か
ら
の
文

書
、
現
地
写
真
、
草
刈
り

見
積
書
を
渡
し
改
善
指
導

し
て
い
る
。

問　

空
き
地
の
前
に
市
内

屈
指
の
観
光
施
設
が
あ
り
、

訪
れ
る
方
に
不
快
感
を
与

え
る
。
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン

に
繋
が
り
、
地
元
住
民
に

も
迷
惑
だ
。

市
民
環
境
部
長　

引
き
続

き
所
有
者
の
責
任
に
お
い

て
改
善
対
応
を
指
導
し
て

い
く
。

都
市
計
画
道
路

　
　
　

八
町
線
計
画
変
更

問　

八
町
線
に
予
定
の
植

樹
が
さ
れ
な
い
計
画
変
更

は
、
地
域
住
民
に
そ
の
都

度
報
告
・
相
談
・
説
明
を

す
る
よ
う
約
束
し
た
が
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

説
明
な
く
工
事
を
進
め
た

こ
と
を
お
詫
び
す
る
。
落

ち
葉
清
掃
や
車
の
出
入
り

に
支
障
が
あ
り
隣
接
者
の

同
意
が
い
た
だ
け
な
い
。

問　

地
元
住
民
か
ら
「
計

画
に
沿
っ
て
改
め
て
植
樹

を
し
て
ほ
し
い
」
と
の
意

見
が
あ
る
。
今
、
人
と
地

球
に
や
さ
し
く
安
ら
ぎ
の

あ
る
道
路
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
今
後
は
区
の
枠
を

超
え
地
域
一
体
で
絆
を
深

め
る
管
理
体
制
に
し
て
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

維
持
管
理
体
制
は
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
、
区
の
役

員
に
相
談
し
て
い
く
。

アールエフは早く操業
開始を。放置空き地は
早期改善を。八町線に
は樹木植栽を
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公共交通の拡充が強く求められている

乗合タクシーの拡充は検討可能
路線バス等の増便を

公
共
交
通
の
拡
充
で

気
軽
に
病
院
や
買
い
物
へ

問　

高
齢
運
転
者
の
暴
走

で
母
子
２
人
が
死
亡
。
衝

撃
的
な
事
故
が
続
い
て
い

る
。
運
転
免
許
証
自
主
返

納
や
、
公
共
交
通
の
拡
充

が
必
要
だ
。
高
齢
者
の
交

通
事
故
を
減
ら
す
対
策
は
。

市
民
環
境
部
長　

免
許
証

自
主
返
納
、
家
庭
内
の
ル

ー
ル
を
決
め
た
自
動
車
利

用
、
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
導
入

検
討
な
ど
、
粘
り
強
く
啓

発
活
動
を
す
る
。
使
い
や

す
い
公
共
交
通
を
目
指
す
。

問　

自
宅
か
ら
半
径
５
０

０
ｍ
程
度
に
停
留
所
の
な

い
場
所
は
。
雨
除
け
・
ベ

ン
チ
を
設
置
す
る
考
え
は
。

市
民
環
境
部
長　

基
準
に

沿
っ
た
停
留
所
の
確
保
は

で
き
て
い
る
。
ベ
ン
チ
の

設
置
は
要
望
が
あ
れ
ば
検

討
し
、
予
算
の
範
囲
内
で

設
置
す
る
。

　

雨
除
け
の
考
え
は
な
い

が
、
修
理
が
必
要
な
地
区

の
待
合
所
に
は
材

料
費
を
支
出
し
て

い
る
。

問　

市
民
バ
ス
等

の
増
便
や
エ
リ
ア

拡
大
の
検
討
を
。

市
民
環
境
部
長　

運
転
手
不
足
の
改

善
が
見
ら
れ
な
い

限
り
難
し
い
。
乗

合
タ
ク
シ
ー
は
、

運
行
希
望
が
あ
れ

ば
検
討
は
可
能
。

公
共
交
通
の
利
用

者
増
で
中
心
市
街

地
活
性
化
を

問　

公
共
交
通
の
拡
充
は
、

各
地
域
や
イ
ン
タ
ー
周
辺

と
中
心
市
街
地
を
線
で
結

び
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
機
能
を
高
め
、
中
心
市

街
地
へ
の
人
の
流
れ
を
つ

く
り
だ
す
こ
と
に
な
る
。

　

高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

通
勤
・
通
学
時
の
利
用
者

を
増
や
す
た
め
、
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
率

を
高
め
る
こ
と
が
必
要
。

市
民
環
境
部
長　

須
坂
市

だ
け
で
は
決
め
ら
れ
な
い
。

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
の
昼
割
を
継
続
す
る
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の

存
在
を
知
ら
な
い
方
が
多

い
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
、
バ

ス
の
乗
り
方
教
室
な
ど
で

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
だ
。

福
祉
の
増
進
や
ま
ち
づ
く

り
の
観
点
か
ら
公
共
交
通

の
拡
充
を

問　

伊
那
市
で
は
高
齢
者

が
運
転
経
歴
証
明
書
を
取

得
す
る
際
に
５
千
円
を
助

成
。
長
野
市
は
、
お
出
か

け
パ
ス
ポ
ー
ト
で
最
大
２

０
０
円
の
バ
ス
代
。
須
坂

市
は
最
大
５
０
０
円
。

　

多
く
の
市
町
村
で
各
種

対
策
を
し
て
い
る
。
交
通

安
全
、
福
祉
の
増
進
、
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
移

動
手
段
の
利
便
性
の
向
上

な
ど
を
要
望
す
る
。

市
長　

他
の
市
町
村
で
も

そ
れ
ぞ
れ
施
策
を
し
て
い

る
。
良
い
所
を
全
部
や
る

の
は
難
し
い
。
ト
ー
タ
ル

の
中
で
や
っ
て
い
く
。
本

当
に
困
っ
て
い
る
高
齢
者

に
は
、
色
々
な
面
で
充
実

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。

マクロ経済スライドで
年金が減る。200 兆円
の年金積立金を使えば
減らないのでは
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17の持続可能な開発目標

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
則
っ
た
代
表
的
な
施
策
は

来
年
12
月
議
会
に
提
案
す
る
予
定

問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
「
す
べ

て
の
人
に
健
康
と
福
祉

を
」「
働
き
が
い
も
経
済

成
長
も
」「
気
候
変
動
に

具
体
的
対
策
を
」
と
い
っ

た
経
済
・
社
会
・
環
境
に

関
す
る
項
目
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
次
期
総
合
計

画
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
則
っ
た

経
済
・
社
会
・
環
境
に
関

す
る
代
表
的
な
施
策
は
。

市
長　

今
年
度
か
ら
策
定

に
入
り
、
令
和
２
年
度
の

12
月
議
会
に
提
案
す
る
予

定
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。

全
国
調
査
結
果
に
つ
い
て

市
の
認
識
は

問　

日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
か

ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
先
進
度
調

査
結
果
が
公
表
さ
れ
須
坂

市
は
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
２

６
４
位
と
な
っ
て
い
る
が

認
識
は
。

市
長　

全
国

ラ
ン
キ
ン
グ

に
つ
い
て
は
、

一
定
の
目
安

と
し
て
は
参

考
に
な
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
が
優

先
順
位
を
決

め
て
取
り
組

み
、
身
の
丈

に
合
っ
た
、

独
自
性
を
目

指
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

問　

長
野
県
で
は
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
し
て
、

平
成
30
年
６
月
全
国
で
初

め
て
選
定
さ
れ
「
し
あ
わ

せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン
２
・

０
」
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成

を
め
ざ
す
行
動
計
画
と
位

置
づ
け
て
い
る
。
県
の
行

動
計
画
位
置
づ
け
に
対
す

る
須
坂
市
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

市
で
も
こ
の
趣
旨

に
沿
っ
て
行
動
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
、
次

期
総
合
計
画
策
定
の
参
考

に
す
る
と
と
も
に
、
施
策

展
開
を
図
っ
て
く
。

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録

推
進

問　

白
血
病
な
ど
の
患
者

が
治
療
で
必
要
と
す
る
骨

髄
バ
ン
ク
に
ド
ナ
ー
登
録

す
る
人
が
、
２
月
の
競
泳

女
子
の
池
江
璃
花
子
選
手

が
自
身
の
白
血
病
を
公
表

後
急
増
し
た
。
登
録
で
き

る
年
齢
は
、
18
歳
か
ら
54

歳
ま
で
、
55
歳
に
な
り
次

第
登
録
か
ら
外
れ
る
。
５

月
末
現
在
、
全
国
の
ド
ナ

ー
総
登
録
者
数
は
過
去
最

多
で
51
万
５
千
人
余
り
と

な
っ
て
い
る
。
県
で
は
、

本
年
４
月
か
ら
市
町
村
が

ド
ナ
ー
助
成
制
度
を
設
け

た
場
合
に
、
そ
の
２
分
の

１
を
市
町
村
に
補
助
す
る

制
度
を
開
始
し
た
。
須
坂

市
も
助
成
制
度
実
施
に
向

け
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

２
０
２

０
年
度
か
ら
助
成
制
度
を

開
始
す
る
よ
う
検
討
し
て

い
る
。
助
成
内
容
に
つ
い

て
は
、
他
市
の
状
況
を
勘

案
し
策
定
す
る
予
定
。
助

成
制
度
に
よ
り
、
多
く
の

患
者
が
治
療
で
き
る
体
制

を
整
備
し
て
い
く
。

“誰一人取り残さない
社会につながる取組
み” がＳＤＧｓ推進の
根源である
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優先スペースへの駐車はマナー違反です

それも一案とし多くの活用を考える

しらふじを吉向焼・須坂焼の美術館としては

問　

前
回
の
し
ら
ふ
じ
の

民
間
活
用
条
例
は
、
あ
ま

り
に
も
ず
さ
ん
な
計
画
の

た
め
否
決
し
た
。
今
回
は

し
っ
か
り
と
し
た
案
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

目
的
・
内
容
は
変
え
て
い

な
い
が
、
活
用
案
を
広
く

募
集
す
る
予
定
。

問　

前
回
は
周
知
期
間
も

募
集
期
間
も
短
く
、
応
募

者
は
限
ら
れ
て
い
た
は
ず
。

よ
り
良
い
活
用
案
を
集
め

る
た
め
に
、
全
国
公
募
サ

イ
ト
の
利
用
や
公
募
期
間

を
長
く
す
る
等
、
よ
り
多

く
応
募
を
募
る
べ
き
で
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

全
国
的
に
多
方
面
か
ら
広

く
募
集
を
か
け
て
い
く
。

危
険
運
転
の
危
惧

問　

須
坂
市
の
高
齢
者
ド

ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
免
許
証

返
納
の
推
移
は
。

市
民
環
境
部
長　

平
成
30

年
は
１
６
３
人
、
う
ち
１

４
４
名
が
75
歳
以
上
。
Ｈ

26
年
33
人
、
Ｈ
27
年
46
人
、

Ｈ
28
年
61
人
、
Ｈ
29
年

１
１
３
人
と
返
納
者
は

年
々
増
加
し
て
い
る
。

問　

近
年
、
ニ
ュ
ー
ス

に
あ
る
よ
う
に
高
齢
者

の
事
故
が
多
発
し
て
い

る
。
私
自
身
も
何
度
か

危
険
な
車
両
に
遭
遇
し

て
い
る
。
そ
の
他
、
ホ

ー
ン
の
使
用
、
身
障
者

駐
車
場
の
使
用
等
、
高

齢
者
の
マ
ナ
ー
違
反
の

場
に
あ
う
こ
と
が
多
々

あ
る
。
危
険
運
転
、
マ

ナ
ー
違
反
に
対
し
市
の

対
策
は
。

市
民
環
境
部
長　

健
康
教

室
や
出
前
講
座
等
で
啓
発

・
注
意
喚
起
し
て
い
く
。

問　

私
自
身
も
、
確
か
に

運
転
能
力
の
衰
え
を
感
じ

注
意
し
て
い
る
。
市
は
大

き
な
集
ま
り
だ
け
で
な
く
、

小
さ
な
サ
ー
ク
ル
等
に
も

安
全
啓
発
を
す
べ
き
で
は
。

市
民
環
境
部
長　

細
か
な

啓
発
も
必
要
だ
と
思
う
。

多
様
な
社
会
問
題
に
学
校

は
準
備
で
き
て
い
る
の
か

問　

市
内
に
お
い
て
虐
待

の
事
例
は
あ
る
の
か
。
近

年
の
件
数
及
び
種
別
は
。

教
育
長　

平
成
30
年
度
新

規
３
件
。
う
ち
母

の
ネ
グ
レ
ク
ト
２

件
、
父
の
身
体
的

虐
待
１
件
。
29
年

度
新
規
で
母
の
ネ

グ
レ
ク
ト
２
件
、

父
の
心
理
的
虐
待

１
件
。
28
年
度
母

の
身
体
的
・
心
理

的
虐
待
１
件
。

問　

現
在
の
虐
待

総
数
は
何
件
か
。

教
育
次
長　

22
件

で
あ
る
。

問　

問
題
解
決
は

困
難
だ
が
、
私
達
一
人
一

人
が
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
持

ち
、
察
知
時
の
行
動
が
重

要
で
は
。

教
育
次
長　

大
変
重
要
な

事
で
、
皆
の
協
力
が
必
要
。

問　

子
ど
も
達
が
被
害
に

あ
っ
た
時
の
避
難
方
法
は
。

教
育
次
長　

全
国
24
時
間

対
応
の
「
１
８
９
」
へ
の

ダ
イ
ヤ
ル
を
勧
め
て
い
る
。

問　

仲
間
外
し
や
ネ
ッ
ト

い
じ
め
に
は
、
そ
の
輪
か

ら
逃
げ
る
こ
と
も
教
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

教
育
長　

逃
げ
る
事
も
含

め
あ
ら
ゆ
る
方
法
・
手
段

を
考
え
子
ど
も
達
を
守
る
。

問　

地
方
で
は
未
だ
に
ジ

ェ
ン
ダ
ー
問
題
が
隠
れ
て

い
る
。
心
の
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
教
育
面
で
の
配

慮
を
願
い
た
い
。

教
育
長　

大
切
な
事
で
あ

り
共
通
理
解
を
培
い
た
い
。

伝建やまるごと博物館
なのに「しらふじ」の
扱いは貧相。文化が育
たないはずだね！
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荒井 一彦 議員

初釜の年号日付の入った須坂吉向焼

須
坂
吉
向
焼
を
県
宝
に

指
定
を
目
指
し
、検
討
し
て
い
く

須
坂
吉
向
焼
保
存
と
今
後

問　

須
坂
吉
向
焼
、
市
指

定
文
化
財
43
点
の
所
有
者

確
認
も
兼
ね
て
常
設
展
示

の
考
え
は
あ
る
か
。

社
会
共
創
部
長  

笠
鉾
会

館
で
所
有
者
確
認
を
し
な

が
ら
常
設
展
示
を
し
た
い
。

問　

今
後
、
須
坂
吉
向
焼

の
寄
附
や
買
取
り
依
頼
を

市
で
は
受
け
る
の
か
。

社
会
共
創
部
長 

寄
附
は

受
け
る
が
、
買
取
り
は
そ

の
状
況
に
よ
り
判
断
す
る
。

新
規
就
農
者
確
保
と
支
援

策問　

須
坂
市
は
新
規
就
農

者
が
多
い
と
聞
く
が
、
現

状
と
今
後
は
。

市
長  

移
住
し
て
く
る
新

規
就
農
者
は
２
年
間
の
新

規
就
農
里
親
研
修
を
行
い

就
農
を
し
て
い
る
が
、
市

で
も
里
親
農
業
者
の
確
保

に
努
め
て
い
る
。
成
果
と

し
て
は
平
成
26
年
か
ら
６

年
間
で
、
非
農
家
出
身
の

28
名
が
就
農
し
て
お
り
、

現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
１
ha
ほ

ど
の
農
地
を
耕
作
し
て
い

る
。
ぶ
ど
う
栽
培
の
盛
ん

な
高
甫
地
区
で
は
、
遊
休

農
地
化
の
防
止
及
び
遊
休

農
地
の
解
消
に
役
立
っ
て

い
る
。
支
援
策
と
し
て
は
、

住
居
と
作
業
倉
庫
、
農
地

が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
新
規
就
農
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

市
が
補
助
制
度
の
見
直
し

な
ど
引
き
続
き
支
援
し
て

い
く
。

要
望　

須
坂
市
全
体
、
農

業
集
落
の
将
来
を
考
え
る

と
新
規
就
農
者
の
確
保
は

必
要
不
可
欠
に
な
る
と
思

う
の
で
、
市
と
し
て
資
金

的
な
支
援
も
す
べ
き
だ
。

有
害
獣
の
電
気
柵
の
設
置

問　

現
在
、
設
置
進
行
中

で
あ
る
八
町
地
区
の
進
行

状
況
は
。

産
業
振
興
部
長  

八
町
地

区
の
果
樹
の
被
害
額
は
約

60
万
円
で
、
有
害
獣
の
捕

獲
数
は
平
成
30
年
度
で
は

イ
ノ
シ
シ
31
頭
で
あ
っ
た
。

現
在
、
下
八
町
地
区
で
の

電
気
柵
設
置
は
、
予
定
区

間
約
１
千
２
７
０
ｍ
う
ち

６
７
０
ｍ
が
終
了
し
、
残

り
の
６
０
０
ｍ
部
分
も
今

年
度
末
ま
で
に
完
了
予
定

で
あ
る
。

松
く
い
虫
被
害
の
対
策

問　

松
く
い
虫
被
害
拡
大

の
対
策
は
。

産
業
振
興
部
長  

外
来
の

病
原
体
で
あ
る
マ
ツ
ノ
ザ

イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
を
繁
殖
力

と
分
散
能
力
の
高
い
マ
ツ

ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
が
媒

介
す
る
伝
染
病
で
被
害
が

劇
的
に
蔓
延
す
る
。
限
ら

れ
た
予
算
で
の
被
害
対
策

と
し
て
、
被
害
の
全
容
を

正
確
に
把
握
し
、
適
切
な

時
期
に
被
害
木
の
効
果
的

な
伐
倒
駆
除
を
し
た
い
。

須坂市由来の文化財を
市民に紹介し見て頂く
ことは、市民にとって
大事な情報です
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久保田 克彦 議員 豊丘地域児童クラブ
―余裕教室に設置―

指定管理者導入で職員確保を図る
児童クラブの民間企業委託は中止を

問　

子
ど
も
・
子
育
て
会

議
や
関
係
者
の
意
見
は
聞

い
た
の
か
。

教
育
次
長　

指
定
管
理
者

制
度
導
入
が
議
会
で
認
め

ら
れ
れ
ば
説
明
し
て
い
く
。

問　

職
員
の
安
定
的
確
保

の
た
め
民
間
企
業
委
託
が

必
要
と
い
う
が
、
児
童
福

祉
の
理
念
や
公
的
責
任
が

後
退
し
な
い
か
危
惧
す
る
。

教
育
次
長　

民
間
企
業
で

は
、
職
員
の
勤
務
時
間
を

５
～
６
時
間
と
す
る
な
ど

で
人
材
を
確
保
し
、
児
童

14
人
程
度
に
１
人
の
指
導

員
を
配
置
す
る
。

問　

民
間
に
任
せ
れ
ば
効

果
的
に
な
っ
て
サ
ー
ビ
ス

の
質
が
あ
が
る
…
こ
れ
は

民
間
企
業
の
売
り
言
葉
だ
。

企
業
理
論
の
も
う
け
優
先

と
は
相
い
れ

な
い
事
業
だ
。

教
育
次
長　

民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か

し
た
、
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
の
利

益
の
増
進
が

図
ら
れ
る
。

問　

学
童
保

育
は
、
子
ど

も
の
主
体
的
な
遊
び
や
生

活
を
保
障
す
る
場
だ
。
民

間
企
業
の
運
営
手
法
で
は
、

児
童
ク
ラ
ブ
が
変
質
し
な

い
か
危
惧
す
る
。

教
育
次
長　

子
ど
も
が
メ

ニ
ュ
ー
を
選
択
で
き
る
状

況
が
あ
っ
た
方
が
良
い
。

現
行
相
当
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
前
提
に
、
介
護
予
防
総

合
事
業
を

問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
へ
の
入
所
待
機
者
の
実

態
と
対
策
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

在
宅
の

待
機
者
は
45
名
。
施
設
整

備
は
長
期
的
視
点
で
需
要

を
見
極
め
て
判
断
す
る
。

問　

介
護
１
・
２
の
方
で

特
養
入
所
者
は
何
人
か
。

ま
た
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

３
年
間

で
27
名
。
施
設
・
ケ
ア
マ

ネ
が
周
知
し
、
該
当
者
判

定
で
市
と
協
議
す
る
。

問　

結
局
施
設
任
せ
だ
。

須
坂
荘
は
社
会
福
祉
法
人

に
移
管
予
定
だ
が
、
市
の

関
わ
り
は
ど
う
な
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

現
行
の

相
談
業
務
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

総
合
事
業
を
担
う
事

業
所
へ
の
支
援
強
化
を
。

健
康
福
祉
部
長　

緩
和
型

サ
ー
ビ
ス
の
役
割
を
考
慮

し
、
事
業
者
と
協
議
す
る
。

移
住
を
希
望
し
た
方
へ
の

背
信
行
為
は
、
何
故
起
き

た
か

問　
「
空
き
家
バ
ン
ク
台

帳
」
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
物
件
を
移
住
希
望
者
に

紹
介
し
た
こ
と
は
重
大
だ
。

副
市
長　

何
ら
問
題
な
い
。

問　

正
規
の
手
続
き
を
踏

ま
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
が
必
要

で
移
住
者
と
行
き
違
い
が

起
き
て
い
る
。
丁
寧
な
説

明
を
求
め
た
請
願
者
へ
の

対
応
は
、
市
民
の
権
利
を

侵
害
す
る
も
の
だ
。

副
市
長　

請
願
権
の
侵
害

で
は
な
い
。

市児童クラブの利用児
は３割余。数百カ所を
受諾する民間企業の年
間事業収益は２億円 �
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指定管理へ移行でバラ色の運営になるか
（南部児童センター）

潜
在
待
機
児
童
の
把
握
は

現
在
の
と
こ
ろ
、い
な
い

岩田 修二 議員

問　

第
１
希
望
の
保
育
園

に
入
園
で
き
な
い
事
例
は

あ
る
の
か
。

教
育
次
長　

42
人
が
第
１

希
望
の
保
育
園
に
入
園
で

き
な
か
っ
た
。

問　

須
坂
市
に
お
い
て
、

現
状
待
機
児
童
は
い
な
い

と
理
解
し
て
よ
い
の
か
。

教
育
次
長　

保
育
園
等
に

入
園
希
望
の
児
童
は
す
べ

て
入
園
し
て
い
る
。

問　

須
坂
市
に
お
け
る
児

童
虐
待
の
実
態
把
握
と
対

応
は
。

市
長　

平
成
30
年
度
の
須

坂
市
管
理
ケ
ー
ス
は
、
新

規
５
件
、
継
続
20
件
、
合

計
25
件
が
あ
っ
た
。

　

定
期
的
に
、

弁
護
士
や
児

童
相
談
所
・

警
察
署
・
教

育
事
務
所
・

須
坂
市
で
組

織
す
る
須
坂

市
児
童
虐
待

実
務
担
当
者

会
議
を
開
催

し
て
い
る
。

ま
た
、
個
別

ケ
ー
ス
検
討

会
議
も
随
時

開
催
す
る
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
守
り

ケ
ー
ス
の
現
状
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
で
情
報
共
有
し
、

対
応
し
て
い
る
。

問　

児
童
セ
ン
タ
ー
、
児

童
ク
ラ
ブ
を
指
定
管
理
へ

移
行
す
る
た
め
の
条
例
改

正
案
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
提
案
に
至
る
経
緯
と
、

指
定
管
理
に
移
行
に
よ
る

児
童
や
保
護
者
か
ら
見
た

効
果
は
。

市
長　

民
間
へ
の
指
定
管

理
委
託
を
検
討
す
る
中
で
、

導
入
先
進
地
を
視
察
し
た
。

指
定
管
理
に
移
行
し
た
際

は
、
民
間
の
能
力
を
活
か

す
と
と
も
に
、
利
用
料
等

に
つ
い
て
は
現
行
ど
お
り

と
し
、
現
在
の
職
員
に
つ

い
て
も
継
続
雇
用
を
図
っ

て
い
く
。

中
高
年
の
引
き
こ
も
り
の

現
状
把
握
は

健
康
福
祉
部
長　

ひ
き
こ

も
り
ま
た
は
不
登
校
の
状

況
に
あ
る
方
を
63
名
把
握

し
て
お
り
、
40
代
が
最
も

多
く
、
男
性
が
８
割
を
占

め
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

問　

行
政
が
積
極
的
に
対

策
を
講
ず
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

ケ
ー
ス

毎
に
そ
の
原
因
や
背
景
、

経
過
、
環
境
が
異
な
る
た

め
、
そ
れ
ら
の
要
因
を
把

握
し
た
う
え
で
の
支
援
や
、

長
期
間
を
見
据
え
た
支
援

を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
。

思いどおりに事が進ん

でいく。当事者にとっ

て、こんな楽しいこと

があるだろうか

　

引
き
続
き
、
状
況
や
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め
た
う

え
で
、
ケ
ー
ス
の
状
況
に

応
じ
適
切
な
支
援
に
努
め

て
い
く
。

カ
リ
ス
マ
職
員
が
須
坂
市

の
た
め
に
何
を
し
て
き
た

の
か

市
長　

カ
リ
ス
マ
職
員
は
、

人
材
育
成
の
考
え
方
と
し

て
進
め
て
き
た
も
の
。
職

員
自
ら
、
そ
の
分
野
で
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
、

長
野
県
一
、
全
国
一
と
な

る
よ
う
な
気
概
を
持
っ
て

仕
事
に
取
組
み
、
そ
の
結

果
、
市
役
所
の
外
か
ら
も

認
め
ら
れ
る
よ
う
な
職
員

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
、

掲
げ
て
き
た
。
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平成 30 年度　須坂市議会政務活動費報告　

◆ 新しい須坂の風を  
　　 市民と共に創る会…………　宮本泰也　西澤えみ子　
　　　　　　　　　　　　　　　 荒井　敏　石合　敬
			          岩田修二（H30.8 から）
◆ 須坂市民クラブ………………    宮坂成一　（岩田修二 H30.7 まで）
◆ 日本共産党……………………    久保田克彦　竹内　勉　

▶︎ 調査研究費：市の事務、地方行財政等に関する調査研究や
　　　　　　　 調査委託に関する経費
▶︎ 研　修　費：研修会を開催するために必要な経費、団体等が
　　　　　　　 開催する研修会の参加に要する経費

会派別議員構成

使途項目の説明（会派が行う調査研究等の活動による）

1

2

3

4

5

6

7

8

視 察 日 議 会 名 視 察 内 容

平成 30年度　行政視察受け入れ状況 ５７名の方にお越しいただきました

平成30年4月～平成31年2月分（改選前）

◆ すざか輝創会…………………    塩﨑貞夫　 岡田宗之　浅井洋子　
　　　　　　　　　　　　　         中島義浩　（霜田　剛 H30.7 まで）
◆ 無所属クラブ …………………  佐藤壽三郎　北澤雄一
◆ ＬＤ水の会 ……………………  水越正和　関野芳秀
◆ 新政会 …………………………  酒井和裕　堀内章一　古家敏男
　　　　　　　　　　　　　　 　霜田　剛（H30.8 から）

会派別議員構成
平成 31年 3月分（改選後）

◆ 新風共創会 ……  宮本泰也　荒井　敏　
　　　　　　　　　西澤えみ子　石合　敬
　　　　　　　　　岩田修二
◆ 輝創会 ………… 塩﨑貞夫　岡田宗之　 　
　 　 　  　   　 　 浅井洋子　中島義浩
　 　 　 　 　  　   宮坂成一
◆ 日本共産党 …… 竹内　勉　久保田克彦
◆ 無所属クラブ …  佐藤壽三郎
◆ 新政会 …………  堀内章一　古家敏男　
　　　　　　　　　牧　重信　荒井一彦　
　　　　　　　　　水越正和　酒井和裕　
　　　　　　　　　霜田　剛

▶︎ 広　報　費：調査研究等の活動や市政について
　　　　　　　 住民に報告するために要する経費
▶︎ 資料作成費：資料の作成に要する経費
▶︎ 資料購入費：図書、資料等の購入に要する経費
▶︎ 事 務 所 費：事務所の設置、管理に要する経費

4 月 19 日

7 月 17 日

10 月 24 日

7 月 26 日

10 月 23 日

10 月 31 日

10 月 12 日

11 月 7 日

福井県鯖江市議会 　( 議会等改革推進特別委員会 )

青森県弘前市議会 　( 会派 )

新潟県小千谷市議会 ( 議会運営委員会 )

東京都府中市議会 　( 建設環境委員会 )

岡山県和気町議会　( 厚生産業常任委員会 )

神奈川県寒川町議会　 (会派)

広島県三次市議会 　( 産業建設常任委員会 )

広島県庄原市議会　( 教育民生委員会 )

議会改革の取り組みについて

新規就農里親制度について

議会活性化の取り組みについて

地域新エネルギービジョンについて

健康長寿発信都市「須坂ＪＡＰＡＮ」創生プロジェクトの取り組みについて
みんなが助け合い健康に暮らせるまちづくりの取り組みについて

ＰＦＩによる新学校給食センター整備運営事業について

就農支援について

地域包括ケアシステムについて

会派名 新しい須坂の風を
市民とともに創る会 須坂市民クラブ 日本共産党 すざか輝創会 無所属クラブ LD 水の会 新政会

人 数

交 付 額
(1 名 に 付 き　 月 額 12,500 円 )

使
途
項
目

調 査 研 究 費

研 修 費

資 料 購 入 費

事 務 所 費

合 計

政 務 活 動 費 の 残 額

637,500

5 名
(平成3 0年7月まで4名) 2 名 2 名 2 名

187,500 275,000 600,000 275,000 275,000 500,000

384,776 14,178 140,682 187,082 155,871 121,659 351,480

142,936 109,810 53,530 262,480 5,000 544 0

0 0 0 0 0 1,500 0

11,160 7,381 0 9,115 2,280 22,827 9,769

543,884 220,641 427,567 466,807 276,216 235,792 363,979

93,616 0 0 133,193 0 39,208 136,021

0 33,141 152,567 0 1,216 0 0会 派 負 担 額

1 名
(平成3 0年7月まで2名)

4 名
(平成3 0年7月まで5名)

4 名
(平成3 0年7月まで3名)

広 報 費

資 料 作 成 費

0 0 196,400 0 0 0 0

5,012 89,272 36,955 8,130 113,065 89,262 2,730

会派名 新風共創会 輝創会 日本共産党 無所属クラブ 新政会

人 数

交 付 額
( 1 名 に 付 き　 月 額 12,500 円 )

使途
項目

資 料 購 入 費

事 務 所 費

合 計

政 務 活 動 費 の 残 額

62,500

2 名 7 名

62,500 25,000 12,500 87,500

5,980 59,724 42,560 12,713 57,739

3,778 2,635 0 0 25,238

9,758 62,359 42,560 12,713 82,977

52,742 141 0 0 4,523

0 0 17,560 213 0会 派 負 担 額

1 名5 名 5 名
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行 政 視 察 報 告
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ル
フ
ラ
ン
」

こけないからだ講座「おもり」装着

薩摩川内市の防災センター
（県・九州電力原発等と直接連絡が可能）

５月 15 日　福岡県みやま市
『生ごみ減量化及びバイオマス産業都市構想』

　みやま市は農業が基幹産業であり、生ごみが出やすい。バイオマスセンター整備
のきっかけは２０１１年東日本大震災に伴う原子力発電所の事故で、再生可能エ
ネルギー導入を模索したもの。また、２０１８年 10 月より生ごみ分別を開始した。
分別の事前説明会を、１５０行政区を対象に合計２００回程度開催。
　生ごみ分別の手順としては①各家庭から出た調理くずや、食べ残しなどの生ごみ
を、全世帯に配布の分別バケツに一時保管する。②１週間に２回、分別バケツから
生ごみ収集桶（10 世帯に１個）に出す。収集桶を設置している間は、いつでも生
ごみを入れてよいとのこと。臭気に対する苦情は今のところない。
　みやま市の資源循環の構想として、バイオマスセンターの位置づけはよく理解で
きた。当市では、産業構造が複雑な環境条件にあり、行政単独で進めるには厳しい
と考える。生ごみの活用方法をさらに考察する必要がある。

（牧）

５月 14 日　兵庫県尼崎市
 

『介護予防に向けたウォーキ
ング等の取り組み』

①　いきいき１００万歩運動事業（平
　16 年５月から 65 歳以上を対象にい
　きいき健康づくり事業とし１百・２
　百・５百万歩達成者に記念品を贈呈。
　１千・５千万歩達成者には「ひゃく
　まんぽのつどい」で市長表彰を行う。
　「貯筋通帳」や健康まちめぐりウォー
　キングコースもある）
②　栄養・口腔機能低下予防事業（平
　成 29 年からおいしく食べよう健口教
　室と称し、口の体操と食材の教室）
③　いきいき百歳体操 ( 津山市と同様
　の事業 )
④　高齢者ふれあいサロン（１０６カ
　所でふれあいサロンに介護予防の体
　操を入れると補助が加算される）
須坂市への提言
　ウォーキングシティすざかと称し力
を入れているが、全体的に市民の意欲
を喚起する尼崎市の取り組みやふれあ
いサロンへの運営補助を検討すべきで
ある。

　　　　　　（宮本）

◆ 福祉環境委員会 ◆

５月 16 日　岡山県津山市

『介護予防に向けた住民参加型事業』
　津山市の一般介護予防事業「めざせ元気！こけないからだ講座」
は、町内会を単位とした住民組織が週一回、自主的に取り組んでい
る。高齢者が、転倒しないで行動できることを目指して、調整可能
なおもりを付けて足腰や肩の筋肉を鍛える３カ月運動プログラムに
なっている。10 年余の歴史があり、現在では２１０地域（市内の
57％）、４千人余（高齢者の８人に１人）が体操に取り組んでいる。
　また新年度から総合事業の見直しを行い、要支援者に対して基本

チェックリストと地
域ケア会議で、３段
階の通所サービスに
誘導している。緩和
型訪問サービスでは、
生活支援コーデネー
ターと連携して百名
を超えるサポーター
が稼働している。
　須坂市でも老いて
も「こけないからだ
講座」が生活圏で取
り組まれ、地域づく
りに繋がることが求
められる。
　　　　　（久保田）

◆ 総務文教委員会 ◆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　５月 16 日　鹿児島県薩摩川内市

 

『原発防災対策』
　原発施設を持たない須坂市が、なぜ川内原発防災対策の視察なのかとの思
いもあろうが、柏崎原発との位置関係を考えると安全対策は必要であると思
った。
　薩摩川内市の説明によると、避難手段は原則自家用車。車がない場合は指
定されたバス停で避難バスが運行するとのこと。避難指示等の住民伝達方法
は、市内全域のデジタル波による防災行政無線。アナログ波による地域コミ
ュニティ無線。防災の取り組みとしては、各現場での詳細マニュアルの作成、
避難先の設定、各種訓練、視察等を行っている。今後の課題は、10㎞以遠の
医療機関等との避難行動マニュアルの充実、受け入れ市町村との調整、交通
機関のシミュレーション、警察との調整等があるようだ。
　須坂市でも安定ヨウ素剤の備蓄、避難マニュアルの詳細な見直し等は必須
事項であろう。

（石合）
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行 政 視 察 報 告

３～４人のグループで
タブレット操作

真壁伝承館

勾配38度のぶどう畑

◆ 経済建設委員会 ◆5 月 21 日　茨城県桜川市

『真壁の伝統的建造物群保存地区』
　茨城県桜川市真壁は、中世城下町以来の町割の中に、時代や様式を異にする多様
性に富んだ町並みが形成された町だ。伝建選定に向けた流れは平成２年の地区住民
による郷土の歴史学習がきっかけで、その成果を小学校の副読本に提供したこと。
　また、４年の高専教授の河東氏（キーマン）による伝統町家の調査や、５年の役
場職員を含む地区住民有志により「ディスカバーまかべ」が結成されたこと等で、
町並み保存運動に盛り上がりを見せる。14 年にはイベントとして夜祭やひなまつり
を開催。その一方で、行政は伝建選定に向けた住民代表者説明会を開始する。以後
住民説明会や町並みの調査を経て 21 年に保存地区を決定し 22 年に重伝建の選定を
受けている。
　今、須坂で不足するものは住民の盛り上がりだ。「出でよ！キーマン」

（水越）

５月 22 日　栃木県栃木市

『空き家対策事業の取組み
～先駆的空き家対策モデル事業～』

　空き家問題は、家屋の倒壊、防災や防犯の
機能低下、生活環境の悪化など、近年は社会
問題にまで発展してきている。
　栃木市では自治会と連携した活動により、
空き家の早期発見・活用事業に大きな効果を
発揮し、そのことが空き家バンクの登録・成
約件数の増加につながっていた。
　しかし、連携している自治会は全体の 10
％程度で、中心市街地区域のみの状況であり、
今後周辺自治会との連携を進めるのかが課題
ともいえた。
　空き家に係る各種補助金制度が充実してお
り、そのことが事業進展の大きなけん引にな
っている。財政負担を考えると今後の補助金
制度の在り方について最大の課題になってく
ると思われる。
　空き家をいかに活用していくのかも課題。
そのためには、空き家バンクの充実は欠かせ
ない。移住支援のみならず中古住宅市場との
連携も模索する必要があると感じた。

　　　　　（岩田）

５月 15 日熊本県宇土市
 

『防災対策』
　防災・減災の観点から、熊本県宇土市を視察し、
初めて聞く前震、本震による大きな災害に対し、行
政はどのように対処したかについて、職員の検証記
録を伺い現地を確認した。
　前震は平成 28 年４月 14 日に、震度５強、翌翌日
未明に本震、震度６強が発災した。市役所本庁舎が
大規模に破損したほか、市内各所で甚大な被害が発
生した。更にその２カ月後には豪雨災害により、地
震で緩んだ土地の崖崩れなどで、人的及び家屋に大
きな被害が生じた。　
　須坂市として、大規模の自然災害は必ず起きるこ
とを前提に、防災・減災を考えておくべきであり、
災害対策の拠点には非常電源・用水確保等を、避難
所には、３日間は持ちこたえるだけの水・非常食等
の備蓄、また、複式的なインフラ整備、重なる大規
模な災害に対処できる警戒・被害調査機能の充実
等々は、平時にこそ市民一丸となった災害防御体制
の確立が大変重要と痛感。

　　　　　　（塩﨑）

５月 17 日　品川区京陽小学校
 

『プログラミング学習』
　京陽小学校のプログラミング学習は、平成 26 年に青山学院大
学客員教授の阿部和広氏指導のもと、教師自身が手探りで授業研
究を重ねたのが始まり。
　「デジタルテクノロジーの書き手を育てる」を研究主題に、プ
ログラミング学習を通して、論理的思考力、想像力を高め、進ん
で伝え合う児童の育成を目指している。
　平成 28 年度からは自ら進んで課題解決に取り組み、友だち

と協力して学び合う児童を目指し、
子ども達３人１組でプログラミン
グを行っている。
　学習の成果は、子どもが「試行
錯誤」することができる活動。ゴ
ールを決めて、論理的にプログラ
ミングしていく過程で、論理的思
考力の素地を培い、ある種の創造
性が引き出される活動だという。
　当市でも 2020 年から必修化さ
れるが、先生方のチャレンジ精神
に期待したい。

（古家）

５月 23 日　栃木県足利市
 

『農福連携事業～こころみ学園の取り組み～』

　指定障がい者支援施設「こころみ学園」は、障がい者の農業分野
への本格進出の草分け的な存在で、昭和 43 年に勾配 38 度の急斜面
を開墾しぶどう畑を作り、㈲「ココ・ファーム・ワイナリー」を設立。
農業と農産物加工の一体的な取組みが行われている。
　現在園生は１３４人。入所者は 94 人で、入所者の平均年齢は 57
歳と高齢化が進んでいる。初代園長が知的障がい者の仕事としてぶ
どうやシイタケの栽培を選んだ理由は、手足の機能訓練と同時に人

手が足りない山や農村
には、一年中やりきれ
ないほど仕事がある
ことで栽培が行われた
とのこと。これらは地
域経済に大きく貢献し、
地域の農地維持・保全
にも寄与している。
　農福連携をしていく
上では、障がいが特別
ではないことを理解で
きる地域づくりをして
いくことや、農業工程
の分業化、Win-Win の
関係が大事だと感じた。

　　　　　　（西澤）



令和元年 8 月 1 日　第 158 号 28

読 者読 者 のの 声声 前回発行の第157号「こんにちは須坂市議会です（5月号)」
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須
坂
市
で
は
、
特
に
女

性
の
参
画
状
況
に
つ
い
て
、

審
議
会
、
委
員
会
等
に
お

け
る
女
性
委
員
の
割
合
は

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
、

34
・
３
％
で
あ
る
が
、
第

五
次
須
坂
市
総
合
計
画
の

目
標
値
は
40
％
と
設
定
し

た
。
市
は
今
後
も
、
女
性

活
躍
の
環
境
を
十
分
に
整

備
す
る
要
が
あ
る
。

　

今
後
と
も
わ
か
り
や
す

い
編
集
を
し
て
、
市
民
の

皆
様
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
︵
牧
︶

市
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
宮
本
　
泰
也

副
委
員
長
　
　
牧
　
　
重
信

委
　
　
員
　
　
古
家
　
敏
男

　
　
　
　
　
　
久
保
田
克
彦

　
　
　
　
　
　
岡
田
　
宗
之

   

　
　
　
　
　
浅
井
　
洋
子

　
　
　
　
　
　
岩
田
　
修
二

須坂市議会事務局

「こんにちは須坂市議会です」へのご意見・ご感想は下記へ

電話：026-248-9014  FAX：026-248-3365
E-mail：s-gikaijimukyoku@city.suzaka.nagano.jp

暑い議場にさわやかな花のオアシス（文芸協のご協力による）

一般質問通告要旨は８月29日以降、地域公民館等にあります。
※上記日程は都合により変更する場合があります。

令和元年 会期日程（予定）９月定例会

月 日 曜日 種 別 開 始
時 刻 概 要

8月2 7日

9月2日

9月3日

9月4日
9月5日

9月6日

9月9日

9月1 0日
9月1 1日

9月1 2日

火

月

火

水
木

金

月

本会議

本会議

本会議

委員会

委員会

10:00

9:30

9:00

9:00

10:30

開会
議案上程・提案説明・議案質疑等

一般質問

予算決算特別委員会（福祉環境分科会）
／福祉環境委員会

予算決算特別委員会（経済建設分科会）
／経済建設委員会

予算決算特別委員会（総務文教分科会）
／総務文教委員会

予算決算特別委員会

委員長報告・質疑・討論・採決
閉会

9月1 3日

委員会 9:00

9月1 7日

9月2 0日

9月2 5日

火
水
木

金
火

金

水

予算決算特別委員会（総括質疑）

問　３月定例会で議決した議案の提案内容がほと
　　んどわからない。要約したものを載せられな
　　いか。

答　今回から「議決結果のページ」に簡単な議案
　　内容を併記しました。なお、当初予算の内容
　　は、市報４月号に詳細な記載がされておりま
　　すのでご覧ください。

問　各議員の議会における内容は、有権者への定
　　期的な活動報告で伝えるべきであり、一般質
　　問のページを削減してよいと思うが。

答　一般質問は、市政をチェックし市民要望を
　　取り上げる重要な機会であることから、全
　　市民へ向けこれからも広報していきます。

問　政務活動費の報告は、議員ごとに金額を記
　　載した方が活動内容を理解できるのでは。

答　政務活動費は、会派に対して交付すること
　　から、議員個人では使えません。

ご意見ありがとうございました

第 156 号 ( 平成 31 年 1 月 1 日発行 ) P16『荒井敏議員の一般質問』で一部不適切な表現があったことをお詫び申し上げます

須
坂
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.suzaka.nagano.jp/

議
会
E-m
ail　

s-gikaijim
ukyoku@

city.suzaka.nagano.jp
印
刷
　
共
和
紙
器
印
刷
株
式
会
社

印
刷
部
数
　
19500

部
（
印
刷
経
費
１
部
あ
た
り
約
38
円
）

こ
の
印
刷
物
は
環
境
に
配
慮
し
て
、
再
生
紙
、
大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

電
話
 026-245-1400

〒
382-8511

長
野
県
須
坂
市
大
字
須
坂
1528

－
1

（
議
会
事
務
局
専
用
 026-248-9014）

■■■ 令和元年 6 月定例会本会議をインターネットで録画配信中　ご覧ください ■■■

須坂市議会ＨＰ 録画中継
こちらからご覧いただけます
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